
　ボランティア活動を通じて地元の子どもたちとのふれ合いを大切にしている上大野十
いざよい
六夜クラブの皆さん。

この日は、大野幼稚園児との芋掘りを楽しみました。「自然は芋だけでなく、地域コミュニティも育んでくれ
ます」と、心の収穫も多かったようでした。（11月２日：岸　浩一郎さんの畑にて撮影）
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▼
一
般
行
政
業
務

休
み　
12
月
29
日
㈭
〜
１
月
３
日
㈫

仕
事
始
め　
１
月
４
日
㈬
か
ら

※
休
み
期
間
中
の
「
出
生
届
」「
死

亡
届
」
な
ど
の
届
け
出
は
、
市
役
所

本
庁
宿
直
室
（
地
下
１
階
）
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。（
☎
22

−

１
１
１
１
）

▼
葬
斎
場

休
み　
１
月
１
日
㈷
、
２
日
㈪

※
年
内
の
業
務
は
12
月
31
日
㈯
ま
で

で
、
年
始
は
１
月
３
日
㈫
か
ら
。

（
☎
22

−

０
６
２
３
）

▼
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
温
水
プ
ー
ル

休
み　
12
月
26
日
㈪
〜
１
月
３
日
㈫

泳
ぎ
始
め　
１
月
４
日
㈬　

午
前
10

時
か
ら 

（
☎
22

−

８
７
３
３
）

▼
ひ
ま
わ
り
会
館

休
み　
12
月
29
日
㈭
〜
１
月
３
日
㈫

（
☎
23

−

６
６
０
０
）

▼
か
も
だ
岬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

休
み　
12
月
29
日
㈭
、
30
日
㈮

　
　
　

１
月
５
日
㈭
、
６
日
㈮

営
業　
12
月
31
日
㈯
〜
１
月
４
日
㈬

※
平
常
業
務
は
１
月
７
日
㈯
か
ら
。

（
☎
21

−

３
０
３
０
）

▼
そ
の
他
の
施
設
お
よ
び
業
務

　

文
化
会
館
・
市
民
会
館
・
情
報
文

化
セ
ン
タ
ー
、
阿
波
公
方
・
民
俗
資

料
館
は
18
ペ
ー
ジ
を
、
科
学
セ
ン
タ

ー
は
19
ペ
ー
ジ
を
、
図
書
館
は
21
ペ

ー
ジ
を
、
ご
み
収
集
業
務
は
折
り
込

み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あぶない ! こんなに事故が

交通
事故

件 数
死 者
負 傷 者

215件（2,176）
1人（    6）

42人（  378）

救急 件 数
搬送人員

260件（2,567）
249人（2,470）

火災 件 数
損 害 額

2件（ 33）
37千円（56,699千円）

●阿南署管内平成23年10月分合計　(　)内は1月からの累計

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

●
年
末
特
別
警
戒
の
実
施
に
つ
い
て

　

年
末
は
様
々
な
犯
罪
や
交
通
事
故

の
多
発
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

12
月
１
日
㈭
〜
31
日
㈯
ま
で
の
間
、

「
年
末
特
別
警
戒
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
全
体
が
平
穏
に
新
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

−

０
１
１
０
）
へ

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
う
阿
南
市
長
選
挙
が

11
月
13
日
に
告
示
さ
れ
、
現
市
長
の
岩

浅
嘉
仁
氏
（
57
歳
）
が
無
投
票
で
当
選

さ
れ
ま
し
た
。（
任
期
は
平
成
27
年
12

月
６
日
ま
で
。）

　

こ
の
た
び
、
３
度
目
の
市
政
の
舵
取

り
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

改
め
て
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
そ
の
責
任
の
重
さ
を

実
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
３
期
目
の
市
政
運
営
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
市
長
就
任
当
初
か
ら

一
貫
し
て
市
民
が
主
役
の
市
民
の
た

め
の
行
政
と
い
う
民
主
主
義
の
基
本

姿
勢
を
堅
持
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

進
め
て
参
り
ま
し
た
諸
施
策
の
充
実

と
社
会
情
勢
に
的
確
に
対
応
し
な
が

ら
、
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
阿
南
市

の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
福
祉
の
向

上
と
本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

に
「
風
を
読
み
、
積
極
果
敢
に
攻
め

る
行
政
」、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

す
る
「
や
さ
し
さ
を
備
え
た
強
い
行

政
」
を
基
本
姿
勢
に
し
て
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
現
在
推
進
中
の
大

型
事
業
を
完
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、

多
く
の
市
民
の
皆
様
方
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
防
災
対
策

の
充
実
、
ま
た
、
人
口
の
減
少
や
高

齢
化
の
影
響
か
ら
、
困
難
に
な
り
つ

つ
あ
る
地
域
の
活
動
を
支
援
す
る
取

組
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
阿
南
の

自
然
や
都
市
環
境
に
配
慮
し
た
取
組
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
深
め
地
域
の

連
帯
を
再
び
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

る
取
組
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
３
期
目
の
基
本
姿
勢
を

念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
産
業
の
振
興
、

子
育
て
お
よ
び
教
育
・
文
化
支
援
、

健
康
福
祉
の
各
分
野
に
お
い
て
も
積

極
的
に
取
組
を
進
め
、
阿
南
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
市
政
の
運
営
に
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
支

援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

郷
土
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に

「
風
を
読
み
、
積
極
果
敢
に
攻
め
る
行
政
」

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

「
や
さ
し
さ
を
備
え
た
強
い
行
政
」
を
め
ざ
し
ま
す

岩浅市政３期目に臨む

２期連続無投票当選は約50年ぶり
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阿
南
駅
東
口
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　阿南駅東口に市営駐車場を設置しています。
　高速バスや阿南駅をご利用の際や、旅行や
出張にお出かけの際、阿南駅前商店街でお買
い物の際には、ぜひ阿南駅東口駐車場をご利
用ください。
○利用可能台数　63台　　
○駐車料金　500円/24時間

国道55号

JR阿
南
駅

原田病院

フジグラン阿南

富岡東高等学校阿南市
市民会館

商工業振興
センター

聖
母
幼
稚
園

第２駐車場第２駐車場

市
道 

領
家
学
原
線

ホームセンター
ダイキ阿南店
ホームセンター
ダイキ阿南店

阿南駅東口駐車場

第１駐車場第１駐車場案

凡　例… 案内看板案

案

案 案

阿南駅発着高速バス時刻表

問い合わせは
◎阿南駅東口駐車場に関することは
　まちづくり推進課（☎22－1596）へ
◎高速バスに関することは
　ＪＲ四国バス（☎088－602－1090）へ
　徳島バス　　（☎088－622－1826）へ

発車時刻 経　　路 到着時刻 運行会社
※ 5:58 阿南→舞子→大阪駅→難波 9:20 徳島バス 

6:48 阿南→舞子→大阪駅→難波 10:10 徳島バス
8:48 阿南→舞子→大阪駅→難波 12:10 徳島バス

10:48 阿南→舞子→大阪駅→難波 14:10 徳島バス
12:48 阿南→舞子→大阪駅→難波 16:10 徳島バス
16:53 阿南→舞子→大阪駅→難波 20:15 徳島バス
18:18 阿南→舞子→大阪駅→難波 21:40 徳島バス
20:05 阿南→渋谷→浜松町→品川 6:30 徳島バス
20:50 阿南→新宿→東京駅→新木場駅 7:55 JR四国バス

●上り

発車時刻 経　　路 到着時刻 運行会社
7:30 難波→大阪駅→舞子→阿南 10:52 徳島バス
9:30 難波→大阪駅→舞子→阿南 12:47 徳島バス

11:40 難波→大阪駅→舞子→阿南 14:57 徳島バス
13:55 難波→大阪駅→舞子→阿南 17:12 徳島バス
15:50 難波→大阪駅→舞子→阿南 19:07 徳島バス
17:50 難波→大阪駅→舞子→阿南 21:07 徳島バス

※18:55 難波→大阪駅→舞子→阿南 22:12 徳島バス
20:30 新木場駅→東京駅→新宿駅→阿南 7:31 JR四国バス
20:50 品川→浜松町→渋谷→阿南 7:05 徳島バス

●下り

※印の便は土・日のみユニバーサル・スタジオ・ジャパンを経由します。

◆
大
型
事
業
の
完
成

・
市
役
所
新
庁
舎
の
建
設

・
新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設

・
中
学
校
（
阿
南
第
一
・
那
賀
川
・
阿

南
）
校
舎
の
建
築

・
小
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事

・
公
共
下
水
道
事
業
の
促
進

◆
防
災
対
策
・
教
育
の
充
実

・
市
の
防
災
計
画
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
大
幅
に
見
直
し
、
総
合
的
か
つ
有

効
な
防
災
対
策
を
確
立
す
る

・
災
害
発
生
時
の
緊
急
避
難
場
所
の
再

調
査
を
実
施
し
、
避
難
場
所
を
確
保

す
る

・
拠
点
と
な
る
病
院
に
避
難
所
を
併
設

・
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
を
強
化
し
、

防
災
教
育
・
防
災
訓
練
を
充
実

・
仮
設
住
宅
建
設
の
た
め
必
要
な
土
地

の
緊
急
借
上
げ
制
度
を
創
設
す
る

◆
心
を
潤
わ
せ
る
教
育
・
文
化
・
芸
術

の
充
実

・
市
の
奨
学
金
制
度
の
拡
充
・
強
化

・
全
国
的
・
世
界
的
に
活
躍
す
る
市
出

身
者
の
方
々
に
講
演
し
て
い
た
だ
く

機
会
を
設
け
る

・
各
地
の
祭
り
や
伝
統
行
事
の
伝
承
と

廃
れ
た
祭
り
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
で

地
域
の
連
帯
を
再
生
す
る
機
会
を

つ
く
る

・
市
の
歴
史
や
文
化
情
報
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
等
で
配
信
す
る

・
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
広
く
市
民

の
方
々
に
水
準
の
高
い
芸
術
・
文

化
に
接
し
、
指
導
を
受
け
ら
れ
る

機
会
を
提
供
す
る

◆
健
や
か
で
笑
顔
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
子
ど
も
た
ち
の
歯
・
口
腔
の
健
康

増
進
の
た
め
フ
ッ
素
塗
布
を
３
歳

児
検
診
後
も
実
施
す
る

・
市
民
の
健
康
保
持
の
た
め
、
市
民

参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

積
極
的
に
開
催
す
る

・
障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
者
が
参

加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

誘
致
す
る

◆
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出

・
内
陸
型
工
業
団
地
を
造
成
す
る
と

と
も
に
、
企
業
立
地
に
対
す
る
助

成
制
度
を
拡
充
す
る

・
若
者
の
雇
用
の
場
を
つ
く
り
、
定

住
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
婚
活

（
結
婚
促
進
）
を
推
進
す
る

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
専
門
家
を
育
成
し
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
メ
ッ
カ
を
め
ざ
す

・
た
け
の
こ
料
理
、
竹
材
利
用
、
竹

の
新
産
業
創
出
な
ど
、
積
極
的
な

竹
の
活
用
促
進
を
図
る

・
農
業
、
漁
業
後
継
者
の
育
成
と
道

の
駅
等
で
産
直
市
の
活
性
化
を
図

る

◆
自
然
豊
か
な
都
市
環
境
づ
く
り

・
太
陽
光
や
小
水
力
等
を
利
用
し
た

発
電
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
抑
制

を
支
援
す
る

・
阿
南
風
景
百
選
を
選
定
す
る

・
市
内
風
景
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

情
報
発
信
し
、
映
画
・
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
し
て
誘
致
す
る

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ

く
施
設
整
備
を
促
進
す
る

◆
定
住
促
進
を
図
り
、
県
南
中
核
都

市
を
実
現
す
る
（
那
賀
町
・
美
波

町
と
の
連
携
）

・
市
内
の
病
院
を
核
と
し
た
病
院
の

連
携
や
診
療
科
目
の
充
実
と
救
急

医
療
体
制
を
強
化
す
る

・
災
害
時
の
救
急
搬
送
体
制
、
水
の

供
給
、応
援
支
援
体
制
を
強
化
す
る

・
圏
域
内
相
互
連
携
に
よ
る
観
光
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
す
る

　

同
時
に
告
示
さ
れ
た
市
議
会
議

員
補
欠
選
挙
で
は
、阪
井
保
晴
氏

（
61
歳
）が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。（
任

期
は
平
成
25
年
11
月
24
日
ま
で
。）

阿
南
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

阪井 保晴氏
（見能林町）

３
期
目
に
臨
む

基
本
姿
勢
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（
３
月
24
日
）

　阿南市、那賀町、美波町との間で、医療や福祉、
観光振興、企業誘致などさまざまな分野で連携し、
安心して暮らせる地域づくりをめざした「定住自立
圏形成協定」を締結しました。

（
３
月
）

　平成23年度を初年度とする10年間のまちづくり
の指針となる「総合計画」を策定しました。
　計画では、目標年度における将来像として「ひと、
まち、心をつなぐ笑顔の光流都市」を掲げ、市民一
人一人が「阿南に住んでよかった」としあわせを実
感できるまちづくりをめざしています。

「第5次阿南市総合計画」を策定

（
３
月
〜
９
月
）

　3月11日に発生した東日本大震災に際し、阿南市
からは発生直後の 3月14日から 3月21日まで、緊
急消防援助隊として消防職員 3 人を塩釜市に派遣
して救急活動に当たったほか、4 月 8 日から 9 月 2
日までの間に保健師 3 人、一般職員22人を気仙沼
市、石巻市に派遣し、保健指導や被災者支援、災害
復旧に当たりました。
　なお、被災地への義援金１千万円を送ることを決
め、市議会３月定例会で全会一致の承認を受けた後、
日本赤十字社徳島県支部に送金しました。

阿南市からの被災地支援

　平成23年4 月から、こども医療費の助成対象を
小学 6 年生修了まで拡充しました。
　また、病気予防として肺炎球菌ワクチン接種費用
等、予防接種への公費助成を拡充しました。

こどもの医療費等助成制度を拡充

「阿南・那賀・美波定住自立圏形成協定」を締結 2011
阿南市
10大
ニュース

　
今
年
は
豪
雪
被
害
に
始
ま
り
、
新
燃
岳
の
噴

火
、
東
日
本
大
震
災
、
福
島
原
子
力
発
電
所
の

爆
発
事
故
、
台
風
12
号
に
よ
る
土
砂
災
害
な
ど
、

災
い
多
き
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
災
害
に
よ
り

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
阿
南
市
で
は
、
合
併
５
周
年
を
迎
え

た
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
２
０
１
１
年
の
締
め
く
く
り
に
「
10
大
ニ
ュ

ー
ス
」
で
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
新
し
く
迎
え
る
年

が
輝
か
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご

祈
念
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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（
７
月
16
日
）

（
５
月
７
日
）

　国土交通省が整備を進めていた地域高規格道路・
阿南安芸自動車道の日和佐道路（9.3㎞）が、７月
16日に全線開通しました。
　一方、桑野道路（6.5㎞）が新規に事業着手され、
現地測量が始まりました。

　ＪＲ牟岐線以西の富岡地区80.8ヘクタールを処
理区域として整備を進めてきた公共下水道事業にお
いて、汚水処理施設である富岡浄化センターが完成
し、5 月 7 日から富岡地区の一部地域で下水道の使
用が始まっています。

一般国道55号日和佐道路全線開通

　現在、阿南第一中学校の管理棟、那賀川中学校の
校舎棟の改築工事を行っています。また、阿南中学
校の改築工事の実施設計業務に取りかかっています。
市内すべての教育施設の改築・耐震化工事は、平成
27年度に完了する予定です。

教育施設の改築・耐震化工事進む

（
９
月
４
日
）

　文化会館夢ホールで記念式典が開催され、合併５
周年を祝うとともに、合併以降、特に活動が顕著で
あったボランティア関係者に感謝状の贈呈を行いま
した。式典終了後のアトラクションでは、人形浄瑠
璃や獅子舞、コカリナ演奏が披露されました。

合併５周年記念式典を挙行

（
11
月
20
日
）

　任期満了による阿南市長選挙と欠員による阿南市
議会議員補欠選挙が11月13日に告示され、両選挙
ともに無投票となり、現職の岩浅嘉仁氏が３選を、
前市議の阪井保晴氏が２度目の当選を果たしました。

阿南市長選挙および阿南市議会
議員補欠選挙が行われる

（
11
月
）

　橘町小勝島に建設する新ごみ処理施設建設工事が
着工しました。平成26年４月１日の稼動をめざし
ます。

ごみ処理施設整備・運営事業
建設工事着工

富岡浄化センター通水開始
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お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
宅
地　
６
７
６
・
85
㎡

（
富
岡
町
あ
石
７
番
６　
他
２
筆
）

八
重
川
海
運
株
式
会
社

代
表
取
締
役
・
村
田
吉
一
様
か
ら

公
共
用
地
と
し
て

●
交
通
安
全
竹
人
形
２
体

新
野
町　

中
川
裕
美
様
か
ら
交
通

安
全
啓
発
用
と
し
て

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封　

長
生
町　

阿
南
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務

所　

代
表
世
話
人
・
澤　

邦
博
様

か
ら
地
域
福
祉
事
業
活
動
資
金
と

し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
に
市
立
保

育
所
で
勤
務
す
る
臨
時

保
育
士
お
よ
び
臨
時
看

護
師
の
登
録
を
受
付

応
募
資
格　
▼
臨
時
保
育
士
：
保
育

士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
を
有

す
る
方
▼
臨
時
看
護
師
：
看
護
師
資

格
を
有
す
る
方（
准
看
護
師
資
格
可
）

登
録
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も
の

に
写
真
貼
付
）
と
資
格
証
の
写
し
を

平
成
24
年
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
人
事

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

雇
用
の
必
要
が
生
じ
た
際
に
、
面

接
等
で
採
用
を
決
定
し
ま
す
。

※
必
ず
採
用
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ

と
を
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

−

１
１
１
２
）
へ

年
金
相
談

&
Q

A

Q
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま

す
。
確
定
申
告
書
に
添
付
す

る
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
が
再
発
行
は
で
き
ま
す
か
。

A
再
発
行
は
可
能
で
す
。
紛
失

等
に
よ
り
再
発
行
が
必
要
な

際
に
は
、
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
（
☎
０
５
７
０

−

０
７
０

−

１
１

７
）
Ⅰ
Ｐ
電
話
等
の
方
は
（
☎
０
３

−
６
７
０
０

−

１
１
３
０
）
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
を
平
成

23
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
納
付
さ
れ
た
方
は
、
控
除
証

明
書
が
平
成
23
年
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
初
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
は
、

平
成
24
年
１
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。 

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

−

１
１
１
８
）
へ

　
先
般
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
３
期
目
へ
の

信
任
を
賜
り
、
市
民
の
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
の
責
任
の
重
さ
を
か
み
し
め
な
が

ら
、
初
心
に
か
え
り
、
こ
の
阿
南
市
を
よ
り
よ
い
郷

土
へ
と
導
く
た
め
に
一
層
の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
と
ぞ
ご
指
導
の
程
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
去
る
10
月
31
日
に
、
世
界
の
人
口
が
70
億

人
を
超
え
ま
し
た
。
世
界
人
口
が
30
億
人
に
達
し
た

の
は
１
９
５
９
年
、
１
９
７
４
年
に
40
億
人
、
１
９

８
７
年
に
は
50
億
人
を
突
破
。
国
際
連
合
の
計
算
で

は
、
世
界
の
人
口
は
今
、
１
年
に
約
７
８
０
０
万
人
、

１
日
に
約
21
万
人
、
１
分
間
に
約
１
５
０
人
の
ペ
ー

ス
で
増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
２
０
５
０
年
に
は
93
億
人
、
２
１
０
０

年
ま
で
に
１
０
０
億
人
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
人
口
増
加
は
生
ま
れ
る
数
が
増
え
た
と
い
う

よ
り
、
医
療
の
進
歩
に
よ
り
乳
児
の
死
亡
率
が
大
幅

に
下
が
り
、
高
齢
化
と
と
も
に
人
間
の
寿
命
が
延
び

た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　
世
界
の
人
口
が
急
増
す
る
反
面
、
日
本
の
人
口
は

減
少
し
始
め
て
い
ま
す
。

−〝
世
界
の
処
方
箋
〟を
示
せ
る
か

−

−

市
長
通
信

−

お
元
気
で
す
か

阿
南
市
長
　
岩
　
浅
　
嘉
　
仁

に
比
べ
37
万
１
千
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
地
球
の
適
正
人
口
は
１
０
０
億
人
と
い
う
説
が
あ

り
ま
す
が
、
先
進
国
で
は
少
子
高
齢
化
が
問
題
と
な

り
、
途
上
国
で
は
、
人
口
増
が
貧
困
や
食
糧
不
足
を

招
く
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
２
０
３
０
年
に
、

65
歳
以
上
の
比
率
が
30
％
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
る

日
本
は
「
超
高
齢
化
社
会
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
日
本
人
が
、〝
世
界
の
処
方
箋
〟
を
示
さ

　
平
成
22
年
国
勢

調
査
の
確
定
値
に

よ
る
と
、
日
本
人

の
人
口
は
１
億
２

５
３
５
万
人
（
在

日
外
国
人
を
含
ま

な
い
）
と
、
前
回

調
査（
平
成
17
年
）

な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
い
よ

い
よ
年
の
瀬
を

迎
え
ま
す
。
千

年
に
一
度
と
い

わ
れ
る
大
震
災

の
今
年
を
乗
り

越
え
、
迎
え
る

新
年
が
、
平
安

で
幸
多
き
年
に

な
り
ま
す
よ
う

祈
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

　
よ
い
お
年
を

お
迎
え
く
だ
さ

い
。

100
（億人）

50

10

1500年 2000年 2100年

2011年
70億人

2050年
93億人

100億人世界の人口
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中
国
語
講
座
受
講
生
募
集

　

平
成
24
年
１
月
下
旬
よ
り
、
徳
島

県
と
中
国
・
湖
南
省
を
結
ぶ
定
期
チ

ャ
ー
タ
ー
航
空
便
の
就
航
が
始
ま
り

ま
す
。
つ
い
て
は
、
中
国
や
中
国
人

に
対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
る
た

め
、
阿
南
市
と
共
催
し
、
次
の
と
お

り
中
国
語
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
結
構
で

す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講
習
日　
平
成
24
年
１
月
11
日
㈬
、

18
日
㈬
、
24
日
㈫
、
31
日
㈫
、
２
月

８
日
㈬
、
14
日
㈫
、
28
日
㈫
、
３
月

６
日
㈫
、
14
日
㈬
、
27
日
㈫

※
時
間
は
全
て
、
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

講
師　
永
本
智
富
さ
ん
（
徳
島
県
南

部
総
合
県
民
局
企
画
振
興
部
・
中
国

人
観
光
客
受
入
担
当
）

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
は
各
自

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。改
訂
増
補「
必

ず
話
せ
る
中
国
語
入
門
」
主
婦
の
友

社
。）

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階

申
込
締
切
日　
12
月
16
日
㈮

申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
・
電
話
等

を
明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
お

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
定
員　
20
人
（
定
員
に
な
り
次

第
募
集
を
終
了
し
ま
す
。）

※
本
講
座
は
、
徳
島
県
立
総
合
大
学

校
ま
な
び
ー
あ
徳
島
南
部
校
主
催
講

座
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県

南
部
総
合
県
民
局
企
画
振
興
部
（
美

波
）・
中
国
語
講
座
担
当
（
☎
０
８

８
４

−

74

−

７
３
３
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

８
８
４

−

74

−

７
３
３
７
）
へ

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
開
催

日
時　
12
月
4
日
㈰　

午
前
10
時
〜

（
落
成
式
は
午
前
９
時
30
分
〜
）

場
所　

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク

（
羽
ノ
浦
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
内
）

内
容　
▼
富
岡
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
ダ

ン
ス
▼
キ
ッ
ズ
ス
ケ
ー
ト
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
▼
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ク
ラ

ス
ス
ケ
ー
ト
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

※
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
一
般
開
放
し

ま
す
。
当
日
、
お
車
で
の
ご
来
場
は
、

乗
り
合
わ
せ
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

(

☎
22

−

３
３
９
４)

へ

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
体
験
受
講
者
募
集

　

自
分
の
絵
付
け
で
マ
グ
カ
ッ
プ
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
12
月
12
日
㈪　

午
後
７
時
〜

８
時
30
分

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　
10
人

対
象
者　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職
場

を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年

（
学
生
を
除
く
）

受
講
料　
５
０
０
円
（
前
納
）

講
師　
湯
浅
尚
子
さ
ん

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
１
枚

申
込
締
切
日　
12
月
５
日
㈪

※
当
ホ
ー
ム
未
登
録
者
は
、
入
会
費

１
０
０
０
円
が
必
要
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42

−

４
５
７
２
）

へ
（
受
付
時
間　

土
・
日
・
祝
を
除

く
午
後
１
時
〜
９
時
）

阿
南
市
活
竹
祭
出
店
者
募
集

申
込
期
限　
平
成
24
年
１
月
13
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

第
20
回
阿
南
市
活
竹
祭
開
催
予
定

日
時　
平
成
24
年
３
月
３
日
㈯　

午

前
10
時
〜
午
後
３
時
（
荒
天
時
は
４

日
㈰
に
順
延
）

場
所　
市
民
会
館
前
駐
車
場

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市

活
竹
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工

観
光
労
政
課
内
☎
22

−

３
２
９
０
）へ

年
末
年
始
の
青
空
市
の
お
知
ら
せ

年
末　
12
月
30
日
㈮

年
始　
1
月
13
日
㈮

時
間　
午
前
６
時
〜
11
時

場
所　
市
民
会
館
駐
車
場

※
雨
天
決
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22
−

１
１
１
６
）
へ

阿
南
ご
当
地
ぐ
る
め

情
報
大
募
集

　
〝
食
〟
を
通
し
て
阿
南
を
紹
介
す

る
冊
子
「
阿
南
観
光
ブ
ッ
ク
ぐ
る
め

編
」
の
作
成
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
「
料
理
・
お
菓
子
・

お
店
」
な
ど
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
自
薦
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
締
切
日　
12
月
15
日
㈭
必
着

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
市
観
光

協
会
（
☎
22

−

３
２
９
０
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

22

−

０
０
７
５
）
へ

暴
力
に
関
す
る
困
り

ご
と
何
で
も
相
談
日

　

暴
力
団
等
に
関
す
る
問
題
で
お
困

り
の
方
、
警
察
と
弁
護
士
会
お
よ
び

暴
追
セ
ン
タ
ー
で
は「
集
中
相
談
日
」

を
開
設
し
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
暴
力
団
等
に
関
す
る
こ
と
な
ら

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　
12
月
10
日
㈯　

午
後
１
時
〜

４
時

場
所　
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
ビ
ル
５
階

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
警
察
本
部

組
織
犯
罪
対
策
課
（
☎
０
８
８

−

６

２
２

−

３
１
０
１
）
へ

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
へ
の

登
載
申
請
書
提
出

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

申
請
に
基
づ
き
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
の
状
況
に
よ
り
作
成
さ
れ
ま
す
。

申
請
資
格
の
あ
る
方　
市
内
に
住
所

を
有
す
る
満
20
歳
以
上
の
方
（
平
成

４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
。

▼
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕

作
の
業
務
を
営
む
方
。

▼
前
記
の
方
と
住
民
票
が
同
一
の
世

帯
の
親
族
、
ま
た
は
、
そ
の
配
偶
者

で
あ
っ
て
、
年
間
に
概
ね
60
日
以
上

耕
作
に
従
事
す
る
方
。

申
請
方
法　
実
行
組
長
を
通
じ
て
配

布
さ
れ
た
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

実
行
組
長
か
ら
市
へ
の
提
出
期
限

平
成
24
年
１
月
10
日
㈫

ご
注
意
く
だ
さ
い

・
申
請
が
な
い
場
合
は
選
挙
人
名
簿

に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
農
業
委
員
の
任
期
満
了
日
が
、
平

成
24
年
６
月
18
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
実
行
組
に
属
し
て
い
な
い
方
は
、

申
請
書
を
各
支
所
ま
た
は
住
民
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
農
業
委
員
会
（
☎

22

−

３
７
９
０
）
ま
た
は
選
挙
管
理

委
員
会
（
☎
22

−

３
７
９
１
）
へ
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光のまちステーションプラザ
12月の催し

　■展示コーナー　午前10時〜午後８時

引
ひき

札
ふだ

展	 ４日㈰まで
竹で作った虫展	 ６日㈫〜18日㈰
クリスマスイベント	 23日㈷〜25日㈰
※初日と最終日の開催時間は異なります。

■体験会（参加費無料）

ＬＥＤグラス制作	 17日㈯・18日㈰
	 午後１時〜５時

「竹人形、星形あんどん、LEDグラス作り」
カルチャー講座を常時開催中！

問い合わせは
　光のまちステーションプラザ
　（☎ 24−3141）へ　

生
活
の
再
建
に
つ
い
て
も
情
報
を

積
極
的
に
収
集
し
活
用
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
被
災
地
で
は
行
政

だ
け
で
な
く
い
ろ
ん
な
団
体
が
支

援
、
相
談
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ

ら
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
生
活
再

建
の
一
助
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

窓
口
で
弱
音
を
吐
く
方
な
ど
、

皆
さ
ん
疲
れ
が
見
え
隠
れ
し
ま
す
。

そ
の
一
方
で
住
居
の
復
旧
等
、
生

活
の
再
建
に
向
け
進
み
始
め
る
人

も
お
り
明
る
い
兆
し
も
感
じ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
記
事
を
読
ま
れ
た
方

も
被
災
地
の
こ
と
を
頭
の
片
隅
に

お
い
て
生
活
し
て
も
ら
え
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

建
設
部
土
木
課　

　
　

技
術
主
任　

五
島　

雅
之

　

７
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
間
、

宮
城
県
石
巻
市
に
災
害
派
遣
さ
れ

災
害
見
舞
金
と
災
害
援
護
資
金
貸

付
の
受
付
業
務
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

石
巻
市
は
宮
城
県
の
北
部
、
仙

台
市
の
北
西
に
位
置
し
、
人
口
は

16
万
人
で
阿
南
市
の
２
倍
ほ
ど
の

人
口
が
あ
り
ま
す
。
活
動
し
て
い

た
役
所
付
近
は
浸
水
し
た
も
の
の

建
物
に
は
損
傷
は
少
な
く
、
活
動

に
は
支
障
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

海
岸
部
の
ほ
と
ん
ど
の
建
物
は
津

波
に
よ
り
流
さ
れ
て
お
り
、
別
世

界
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
付
窓
口
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形

で
震
災
後
の
生
活
を
送
っ
て
い
る

方
が
訪
れ
ま
す
。
損
傷
を
受
け
た

家
屋
の
修
繕
費
用
を
借
り
に
こ
ら

れ
る
方
、
震
災
後
４
カ
月
を
迎
え

生
活
資
金
が
底
を
突
き
、
疲
れ
果

て
た
顔
で
借
り
に
来
ら
れ
る
方
、

車
が
流
さ
れ
移
動
手
段
を
無
く
し

車
の
購
入
資
金
と
し
て
借
り
に
来

ら
れ
る
方
な
ど
で
す
。
こ
の
よ
う

な
方
々
の
受
付
業
務
を
行
っ
て
い

る
な
か
で
、
災
害
が
起
き
た
瞬
間

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
被
災
後
の

被
災
後

４
カ
月
を
迎
え
て

被災地
からの
メッセージ

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

次
の
市
営
住
宅
へ
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

申
込
資
格
等
（
資
格
）　
次
の
①
〜

④
全
て
に
該
当
す
る
方
。　

①
阿
南
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
勤
務

地
を
有
し
、
持
家
が
な
い
な
ど
居
住

に
困
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。

②
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る

こ
と
。
た
だ
し
、
婚
約
者
の
場
合
は
、

入
居
を
指
定
し
た
日
か
ら
３
カ
月
以

内
に
結
婚
し
、
同
居
で
き
る
方
に
限

り
ま
す
。

③
政
令
で
定
め
る
収
入
基
準
を
満
た

す
方
。

④
申
込
者
お
よ
び
同
居
す
る
親
族
が

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

申
込
み
に
必
要
な
書
類　

①
市
営
住
宅
使
用
申
込
書
（
住
宅
建

築
課
備
え
付
け
）

※
申
込
書
に
は
印
鑑
が
必
要
。

②
入
居
希
望
者
全
員
の
住
民
票
。

③
収
入
を
証
す
る
書
類
（
所
得
課
税

証
明
書
、
源
泉
徴
収
票(

給
与
支
払

明
細
書)

）
な
ど
。

④
婚
約
中
の
方
は
、
婚
約
が
証
明
で

き
る
書
類
。

入
居
者
の
選
定
方
法　

①
受
付
時
に
書
類
審
査
を
行
い
ま
す
。

書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

②
書
類
審
査
後
、
希
望
す
る
住
宅
を

１
つ
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

③
各
住
宅
で
募
集
戸
数
を
超
え
る
申

込
み
が
あ
る
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

④
不
正
な
申
込
み
等
が
発
見
さ
れ
た

場
合
は
、
当
選
資
格
を
取
り
消
し
ま

す
。
ま
た
、
申
込
み
後
、
入
居
ま
で

に
同
居
親
族
の
変
更
（
出
産
、
死
亡

を
除
く
）
ま
た
は
婚
約
者
が
変
わ
っ

た
場
合
は
、
そ
の
申
込
み
を
無
効
と

し
ま
す
。

受
付
日
時　
12
月
８
日
㈭
〜
９
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

抽
選
日　
12
月
20
日
㈫
、
21
日
㈬　

※
抽
選
が
あ
る
場
合
の
み

入
居
予
定
日　
平
成
24
年
２
月
１
日

㈬※
家
賃
、
敷
金
、
収
入
基
準
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
や
制
約
が
あ
り
ま
す

の
で
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
住
宅
建
築
課
（
☎

22

−

３
４
３
１
）
へ

＜一般募集住宅＞
住宅名 所在地 戸数 間　取

中川原 横見町中川原
1 ２ＬＤＫ
1 ３ＤＫ

高　田 福井町森 1 ３ＤＫ

橘 橘町幸野
1 ３ＤＫ
2 ２ＬＤＫ

中　島 那賀川町中島 2 ３ＤＫ

災害援護資金貸付の受付を行っているようす。
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固
定
資
産
税
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
と
は

　

毎
年
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
に
、

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
（
法
人
）
が
そ
の
固
定
資

産
の
価
格
を
も
と
に
算
出
さ
れ
た
税

額
を
そ
の
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市

町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

土
地
の
評
価
に
つ
い
て

　

地
目
に
つ
い
て
は
、
登
記
簿
上
の

地
目
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
年
の

１
月
１
日
の
現
況
地
目
に
よ
っ
て
、

評
価
し
て
お
り
、
調
査
の
た
め
お
伺

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

新
築
家
屋
の
評
価
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
１
月
２
日
以
降
に
新
築

さ
れ
た
家
屋
の
評
価
を
順
次
実
施
し

て
い
ま
す
。
家
屋
評
価
は
、
均
衡
の

と
れ
た
公
平
な
固
定
資
産
税
の
課
税

の
た
め
に
家
屋
の
外
内
部
に
つ
い
て

詳
細
な
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
は
連
絡
を

　

土
地
に
つ
い
て
は
、
利
用
形
態
を

変
更
し
た
と
き
、
家
屋
に
つ
い
て
は
、

家
屋
の
取
り
壊
し
や
増
築
、
新
築
を

し
た
と
き
な
ど
で
す
。

評
価
替
え

　

平
成
24
年
度
は
、
固
定
資
産
の
評

価
替
え
の
年
に
な
り
ま
す
の
で
、
評

価
額
等
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

納
期
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
は
、
第
１
期
が
平
成

24
年
５
月
１
日
㈫
、
第
２
期
は
７
月

31
日
㈫
、
第
３
期
は
10
月
１
日
㈪
、

第
４
期
は
11
月
30
日
㈮
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
固
定
資
産

税
係
（
☎
22

−

１
１
１
４
）
へ

人
権
教
育・啓
発
市
民
講
座

日
時　
12
月
22
日
㈭　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分　

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

講
師　
㈳
地
域
医
療
振
興
協
会
ヘ
ル

ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー

長　

岩
室
紳
也
さ
ん

演
題　
「
思
春
期
の
こ
こ
ろ
と
性
と

エ
イ
ズ
」

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参
画

課
（
☎
22

−

３
０
９
４
）
ま
た
は
人

権
教
育
課
（
☎
22

−

３
３
９
２
）
へ

冬
休
み
小
学
生
英
語
教
室

　

外
国
人
講
師
と
楽
し
く

英
語
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
26
日
㈪ 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
富
岡
公
民
館
２
階　

ホ
ー
ル

募
集
人
数　
50
人(

申
込
順)

申
込
期
間　
12
月
1
日
㈭
〜
9
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
教
育
研

究
所
（
☎
22

−

３
３
９
５
）
へ

野
球
の
ま
ち
阿
南

ま
ち
か
ど
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

〜
お
宝
野
球
グ
ッ
ズ
の
展
示
会
〜　

　

イ
チ
ロ
ー
選
手
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
な

ど
貴
重
な
野
球
グ
ッ
ズ
を
多
数
展
示

し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時　
12
月
１
日
㈭
〜
11
日
㈰
（
７

日
㈬
は
休
館
日
）
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分

場
所　
あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島
四
季

彩
館　

多
目
的
ホ
ー
ル
（
☎
０
８
８

−

６
７
２

−

７
１
１
１
）

問
い
合
わ
せ
は　
野
球
の
ま
ち
推
進

課
（
☎
22

−

１
２
９
７
）
へ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

①
中
国
・
カ
ナ
ダ
な
ど
、
各
国
か
ら

届
く
「
海
外
宝
く
じ
」
が
増
加

　

最
近
、
海
外
宝
く
じ
に
当
選
し
た

か
の
よ
う
な
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が

届
い
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。「
当
選
金
」で
期
待
を
誘
い
、

手
数
料
を
振
り
込
ま
せ
る
手
口
で
す
。

業
者
か
ら
当
選
金
を
渡
さ
れ
る
保
証

は
な
い
の
で
、
絶
対
に
申
し
込
ま
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
海
外
の

宝
く
じ
を
日
本
国
内
で
買
う
こ
と
は

違
法
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
悪
質
な
「
利
用
し
た
覚
え
の
な
い

請
求
」
が
横
行

　

ま
っ
た
く
根
拠
の
な
い
架
空
請
求

が
横
行
し
て
い
ま
す
。
突
然
、
使
っ

た
覚
え
の
な
い
有
料
ア
ダ
ル
ト
番
組

の
情
報
料
や
サ
イ
ト
利
用
料
の
請
求

書
が
来
て
、
請
求
書
に
は
、「
裁
判

所
が
許
可
、回
収
員
が
自
宅
へ
」「
強

制
執
行
」
な
ど
不
安
を
あ
お
る
よ
う

な
文
面
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
関
わ
り
た
く
な
い
と
あ
わ

て
て
支
払
っ
て
は
、
相
手
の
思
う
ツ

ボ
で
す
。

　

も
し
、
請
求
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
不
明
な
点
が
あ
っ
た
り
、
不
安
を

感
じ
た
場
合
に
は
、
相
手
に
連
絡
す

る
前
に
、
ま
ず
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
（
☎
24

−

３
２
５
１
）
へ

福
井
ダ
ム
公
園

休
園
し
ま
す

テ
ー
マ
「
愛
」

　
阿
南
ル
ミ
ナ
ス
タ
ウ
ン

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
１
ク
リ
ス
マ
ス

LEDの幻想的な光のなかで「愛」を…

12／23日〜25日
18:00〜 22:00
牛岐城趾公園ほか

問い合わせは
阿南光のまちづくり
　協議会
　（☎22−2301）へ

公園内施設点検のため、しばらくの間、休園します。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほどよろしくお願いします。
問い合わせは　商工観光労政課（☎22－3290）へ
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阿
南
市
に
お
い
て
は
、
同
和
問
題
を
柱
と
し
た

あ
ら
ゆ
る
人
権
課
題
を
解
決
し
て
い
く
人
権
教

育
・
啓
発
を
、
各
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
対
し
、
今
回
、
全
国
人
権

教
育
研
究
協
議
会
の
全
国
広
報
誌
で
あ
る
『
で
あ

い
』
８
月
号
の

｢

人
権
の
ま
ち
を
ゆ
く｣

の
コ
ー

ナ
ー
に
お
い
て
、
福
井
町
の
取
り
組
み
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　
徳
島
県
阿
南
市
の
南
部
、
海
部
郡
と
の
境

に
位
置
す
る
福
井
町
は
古
く
か
ら
「
人
権
の

町
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
福
井
町
は
地

域
の
先
人
の
熱
い
思
い
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て

地
域
と
学
校
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
る
。
特
に
特
色
あ
る
取
り
組
み
と
し

て
、「
ふ
る
さ
と
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
「
人
権
劇
」
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

28
年
に
わ
た
る
「
人
権
劇
」
の
取
り
組
み

　　
福
井
中
学
校
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と

し
て
長
年
に
わ
た
る
「
人
権
劇
」
活
動
が
あ

る
。
今
か
ら
28
年
前
に「
差
別
を
な
く
そ
う
」

と
立
ち
上
が
っ
た
学
習
会
に
参
加
す
る
６
人

の
生
徒
た
ち
と
、
支
え
合
う
生
徒
を
合
わ
せ

て
約
20
人
で
人
権
劇
第
１
作
『
春
寒
（
は
る

が
ん
）』
が
制
作
さ
れ
た
。「
人
権
侵
害
に
気

づ
か
ず
見
過
ご
し
て
い
な
い
か
。
部
落
差
別

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
と
あ
き
ら
め
て

い
な
い
か
。」
と
、
劇
の
上
演
を
通

じ
て
訴
え
た
。

　
わ
ず
か
６
人
か
ら
始
ま
っ
た
人
権

劇
が
、
今
で
は
福
井
中
学
校
の
誇
り

と
な
っ
て
い
る
。
題
材
に
つ
い
て
は

毎
年
変
わ
る
が
、
人
権
劇
が
始
ま
っ

た
当
初
の
熱
い
思
い
は
先
輩
か
ら
後

輩
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
昨
年

は
第
27
作
目
を
数
え
、
２
年
生
が
上

演
に
向
け
て
２
週
間
前
か
ら
練
習
に

取
り
組
み
、
身
元
調
査
お
断
り
ワ
ッ

ペ
ン
運
動
を
題
材
と
し
た
「
思
い
よ

つ
な
が
れ
」
と
題
し
た
劇
を
「
福
井

町
ふ
る
さ
と
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

地
域
と
連
携
し
た
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

＝
特
集
＝
　
人
権
の
ま
ち
を
ゆ
く

− 

伝
統
あ
る
「
人
権
劇
」
と
「
ふ
る
さ
と
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
へ
の
取
り
組
み
を
通
し
て 

−
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ル
」
の
な
か
で
堂
々
と
披
露
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
短
期
間
で
は
あ
る
が
、

人
権
劇
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
全
員
が

完
成
を
め
ざ
し
、
心
を
ひ
と
つ
に
し

て
取
り
組
む
こ
と
で
達
成
感
や
成
就

感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

夏
休
み
に
28
作
目
の
シ
ナ
リ
オ
が
完

成
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
公
演
当
日
は
、
多
く
の
市
民
を
は

じ
め
保
護
者
、
小
・
中
学
生
が
鑑
賞

し
、
多
く
の
方
よ
り
賞
賛
の
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。
生
徒
の
な
か
に
は
親

子
二
代
に
わ
た
っ
て
人
権
劇
出
演
と

い
う
生
徒
も
お
り
、
強
力
な
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
て
い
る
。
昨
年
、
こ
れ
ま

で
の
人
権
劇
26
作
の
シ
ナ
リ
オ
を
ま

と
め
た
シ
ナ
リ
オ
集
「
人
権
劇
の
歩

み
」
を
出
版
し
た
。
ま
た
、
１
作
目

か
ら
す
べ
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
映
像
と
し
て

残
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
毎

年
、
町
内
の
人
権
教
育
地
域
座
談
会

の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

 

シナリオ集「人権劇の歩み」

▲人権劇第28作「あいうえお」に出演された福井中学校２年生と教職員の皆さん（2011年10月23日：福井公民館にて上演）

　
こ
の
シ
ナ
リ
オ
集
に
つ
い
て
徳
島
新
聞
の

「
読
者
の
手
紙
」
に
投
稿
さ
れ
て
い
た
も
の
を

紹
介
す
る
。

福
中
生
ら
の
人
権
劇
に
敬
意	　
　
阿
南
市
民

　

福
井
中
学
校
は
26
年
前
か
ら
毎
年
、
人
権
劇
を
制

作
し
て
町
や
市
の
大
会
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

先
頃
、
全
26
作
の
シ
ナ
リ
オ
集
が
発
刊
さ
れ
ま
し

た
。
大
作
で
読
み
切
る
ま
で
に
一
ヶ
月
か
か
り
ま
し

た
。
ど
の
作
品
も
啓
発
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
力

作
で
、
感
心
し
て
い
ま
す
。
生
徒
さ
ん
や
先
生
方
の

ご
努
力
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

昨
今
、
同
和
問
題
を
素
通
り
す
る
人
権
教
育
も
あ

り
ま
す
が
、
福
井
中
の
人
権
劇
は
常
に
同
和
問
題
を

真
正
面
に
捉
え
て
い
ま
す
。
ど
の
作
品
も
パ
ワ
ー
が

あ
り
感
動
的
で
、
同
和
問
題
は
必
ず
解
決
で
き
る
と

い
う
確
信
と
、
解
決
し
て
み
せ
る
と
い
う
決
意
が
感

じ
ら
れ
る
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
部
大
会
に
数
回
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
僕
は
中
学
に
入
学
す
る
と
人
権
劇
に
参
加
し
ま
す
」

と
小
学
生
が
大
き
な
声
で
発
表
。
母
親
か
ら
は
「
ふ

と
気
が
付
く
と
、
身
を
乗
り
出
し
て
夢
中
に
な
っ
て

い
る
自
分
に
驚
い
た
」。
高
齢
者
か
ら
は
「
差
別
の

醜
さ
や
愚
か
さ
に
気
付
き
、
人
間
と
し
て
ど
う
生
き

る
か
、
差
別
と
闘
う
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
な
ど
を
孫

の
劇
で
教
え
ら
れ
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
中
学
生
が
ど
ん
な
劇
を
見
せ
て
く
れ
る
か

期
待
し
楽
し
み
に
し
、
三
三
五
五
、
町
民
が
公
民
館

に
集
う
。
福
井
町
で
は
人
権
劇
に
よ
っ
て
、
人
権
尊

重
が
文
化
と
し
て
位
置
づ
き
つ
つ
あ
る
。
誇
ら
し
い

こ
と
で
す
。

２
０
１
１
年
１
月
27
日　

徳
島
新
聞
の
読
者
の
手
紙
よ
り
抜
粋



福
井
中
学
校
発
信
の

「
ふ
る
さ
と
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

  　
福
井
中
学
校
で
は
以
前
、
教
育
集
会
所
で
そ

れ
ぞ
れ
の
学
年
が
寝
泊
ま
り
し
、
人
権
の
学
習

を
深
め
る
「
集
会
所
合
宿
」
を
実
施
し
て
い
た
。

こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
福
井
町
民
に
広
げ
て

い
け
な
い
も
の
か
と
、
12
年
前
に
「
福
井
町
ふ

る
さ
と
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
立
ち
上
げ

た
。
今
ま
で
は
教
育
集
会
所
を
中
心
に
開
催
さ

れ
て
き
た
が
、
一
昨
年
か
ら
は
取
り
組
み
を
町

民
全
体
に
広
げ
よ
う
と
公
民
館
が
主
体
と
な
り

実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。『
人
権
を
大
切

に
し
、
共
に
助
け
合
う
ふ
る
さ
と
福
井
』
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
園
児
、
児
童
生
徒
か
ら
保
護
者
、

女
性
、
高
齢
者
な
ど
多
く
の
住
民
の
参
加
・
協

力
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
保
育

園
児
か
ら
大
人
ま
で
が
参
加
し
て
手
話
コ
ー
ラ
ス
や
人

権
な
ぞ
か
け
等
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
阿
波
踊
り
の
鐘
や

太
鼓
、
三
味
線
の
音
が
鳴
り
響
く
。
ま
た
屋
外
テ
ン
ト

で
は
、
特
別
支
援
学
校
生
徒
や
小
・
中
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
婦

人
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
特
産
品
販
売
な
ど
、
盛
り
だ
く

さ
ん
で
活
気
あ
ふ
れ
る
も
の
に
な
っ
た
。
中
学
生
も
、

出
店
や
人
権
コ
ン
ト
な
ど
で
協
力
し
た
。
回
を
重
ね
る

度
に
、
よ
り
多
く
の
人
と
ふ
れ
あ
い
、
つ
な
が
り
合
え

る
大
盛
況
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
学
校
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
が
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
今
こ
そ
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
三
者
が

と
も
に
連
携
し
、
地
域
の
教
育
力
を
生
か
し
た
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
。福
井
中
学
校
が
毎
年
取
り
組
む「
人

権
劇
」
や
「
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
へ
の
試
み
の
な

か
で
、
よ
り
よ
い
仲
間
づ
く
り
が
進
み
、
そ
の
つ
な
が

り
が
地
域
ぐ
る
み
の
人
間
関
係
づ
く
り
や
人
権
を
尊
重

す
る
町
づ
く
り
へ
と
発
展
す
る
よ
う
今
後
も
努
力
を
続

け
た
い
。

（
文
責

：

福
井
中
学
校
校
長
　
生
杉
孝
晴
）

問
い
合
わ
せ
は
　
人
権
教
育
課（
☎
22

−

３
３
９
２
）へ

第15回阿南市人権フェスティバル
テーマ　「明るく住みよいまちづくり」

〈第13回ふれあいのまちづくりフェア同時開催〉

日　時　12月４日㈰　10:00～15:00

場　所　文化会館（夢ホール）・富岡公民館

記念講演会　13:00～15:00	
講師　㈱香料舎代表　人材育成技術研究所所長

辛　淑玉（しん　すご）さん　

演題　「人権力を養う」
～災害でみえてきたこと～

東北３県で被災地の支援活動を行う中で、
外国籍住民、しょうがい者、女性などの
社会的弱者が、どのような状況におかれ
ているのかに注意を向け、セーフティネ
ットの網からこぼれ落ちるマイノリティ

（少数者）の救済について考えます。

問い合わせは　人権・男女参画課（☎22−3094）へ

 夢ホール
10:00　開会宣言

人権標語・ポスター・人権作文表彰式

13:30　記念講演会

 文化会館　前庭
☆人権啓発標語・ポスター優秀作品展示

☆人権絵はがき・人権の花運動ポスター展示

☆人権擁護委員コーナー・男女共同参画コーナー

☆ふれあいのまちづくりフェア作品展

☆バザー・飲食物販売等

☆木造住宅耐震相談所

 富岡公民館
☆子どものための特設人権相談所　開設

　料理教室「クッキー」を作りながらお話しよう！

☆法務局くらしの相談所　開設

☆手話教室　

福井スペシャル人権ライブのようす。

人権なぞかけのようす。
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今
秋
、
東
京
・
銀
座
で
「
徳
島
す
だ
ち
」

を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
た
。
会
場
は
、
電
源
開
発
㈱
本
社
ビ
ル

や
銀
座
三
越
が
見
渡
せ
る
８
階
建
の
ビ
ル
屋

上
。
芝
生
や
稲
穂
が
広
が
る
「
銀
座
白
鶴
天

空
農
園
」
の
一
角
に
、
す
だ
ち
の
木
が
３
本
。

今
年
４
月
に
植
栽
し
た
幼
木
が
１
㍍
ほ
ど
に

成
長
し
、
い
ず
れ
も
立
派
に
実
を
付
け
て
い

た
。

　
銀
座
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
中
心
と

な
っ
て
都
会
の
経
済
活
動
と
自
然
環
境
と
の

共
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
平
成
18
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
銀
座
ミ
ツ

バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ
の
代
名
詞
と
も
い

え
、
農
園
化
し
た
ビ
ル
の
屋
上
で
生
産
し
た

も
の
に
銀
座
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
付
加
価
値
を

付
け
て
販
売
す
る
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

る
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
「
徳
島
す
だ
ち
」

も
組
み
込
ま
れ
た
。

　
国
際
化
、
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
と
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く
な
る
な
か
、
銀

座
で
人
気
を
集
め
て
い
る
「
徳
島
す
だ
ち
」

の
今
を
追
い
か
け
て
み
た
。

　
10
月
８
日
、
銀
座
の
ク
ラ
ブ
や
バ
ー
な
ど
約

１
７
０
０
店
舗
で
つ
く
る
銀
座
社
交
料
飲
協
会

が
、「
フ
ァ
ー
ム
・
エ
イ
ド
銀
座
２
０
１
１
」

の
一
環
で
「
ス
ダ
チ
と
カ
ボ
ス
の
収
穫
祭
」
を

催
し
た
。
地
方
の
生
産
物
や
生
産
者
に
光
を
当

て
、「
顔
の
見
え
る
交
流
」
を
通
じ
て
消
費
拡

大
を
図
り
、
食
の
安
心
・
安
全
へ
の
関
心
を
持

っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た
。
ほ
か
に
も
、

メ
ッ
セ
や
プ
チ
・
マ
ル
シ
ェ
な
ど
多
彩
な
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
人
と
自
然
と
の
共
生
に
つ

い
て
銀
座
か
ら
世
界
に
発
信
し
て
い
る
。

　
主
催
者
で
同
協
会
の
緑
化
部
長
を
務
め
る

白
坂
亜
紀
さ
ん
は
、「
銀
座
は
バ
ー
の
メ
ッ

カ
。
世
界
有
数
の
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
が
つ
く
る

す
だ
ち
の
カ
ク
テ
ル
や
サ
ワ
ー
は
人
気
で
、

そ
の
美
味
し
さ
は
女
性
を
中
心
に
口
コ
ミ
で

広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
取
り
組
み
は
、

単
に
ビ
ル
の
屋
上
を
緑
化
す
る
だ
け
で
な
く
、

こ
う
し
た
交
流
を
通
じ
て
銀
座
と
地
方
を
つ

な
ぐ
架
け
橋
に
な
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。」
と
、
意
気
込
み
を
語
る
。

　
収
穫
祭
に
は
、
岩
浅
嘉
仁
阿
南
市
長
や
首

藤
勝
次
竹
田
市
長
（
大
分
県
）
も
駆
け
つ
け
、

派
手
な
法
被
姿
で
ふ
る
さ
と
自
慢
に
花
を
咲

か
せ
た
。
一
般
の
方
も
参
加
し
て
行
わ
れ
た

〝
す
だ
ち
と
カ
ボ
ス
の
食
味
会
〟
で
は
、
果

汁
を
サ
ワ
ー
に
混
ぜ
た
り
、
気
仙
沼
産
の
サ

ン
マ
に
絞
っ
た
り
し
て
風
味
を
楽
し
ん
だ
。

銀
座
の
若
者
た
ち
は
一
様
に
「
美
味
し
い
」

と
、
す
だ
ち
の
き
い
た
ハ
モ
ち
く
わ
や
ち
り

め
ん
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

　「
や
っ
ぱ
り
す
だ
ち
の
方
が
貴
婦
人
の
よ

う
な
味
わ
い
で
美
味
し
い
」
と
切
り
出
し
た

岩
浅
市
長
。
負
け
じ
と
「
サ
ン
マ
は
カ
ボ
ス

で
な
け
れ
ば
味
が
引
き
立
た
な
い
」
と
応
戦

す
る
首
藤
市
長
。
そ
れ
ま
で
和
や
か
だ
っ
た

会
場
の
雰
囲
気
は
、
両
市
長
の
食
味
講
評
で

一
気
に
盛
り
上
が
っ
た
。
甲
乙
つ
け
が
た
い

食
の
バ
ト
ル
は
、「
お
互
い
一
枚
岩
に
な
っ

て
全
国
に
〝
酢
の
文
化
〟
を
広
げ
て
い
こ

う
」
と
笑
顔
で
酒
縁
を
結
び
、
締
め
く
く
ら

れ
た
。

　
収
穫
祭
に
参
加
し
た
徳
島
県
東
京
本
部
流
通
情

報
担
当
の
津
田
毅
彦
さ
ん
は
、
都
市
部
に
お
け
る

「
す
だ
ち
」
の
認
知
度
や
消
費
の
動
向
を
こ
う
分

析
し
て
い
る
。

　「
こ
れ
ま
で
の
消
費
宣
伝
活
動
に
よ
っ
て
認
知

度
は
確
実
に
向
上
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
９
月
上

旬
に
目
黒
駅
前
で
行
わ
れ
て
い
る
〝
目
黒
の
サ
ン

マ
祭
り
〟
で
は
、
数
万
人
の
来
場
者
に
徳
島
産
の

す
だ
ち
が
振
る
舞
わ
れ
、
そ
の
様
子
が
マ
ス
コ
ミ

各
社
で
報
道
さ
れ
る
な
ど
、〝
サ
ン
マ
に
は
す
だ

ち
〟
の
イ
メ
ー
ジ
が
消
費
者
に
根
付
い
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
周
年
供
給
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と

で
、
ほ
と
ん
ど
の
小
売
店
で
一
年
を
通
し
て
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
安
価
な
露
地
物
の
出
回
る
夏
期
の
さ
ら
な
る
消

費
拡
大
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
以
外
の
時
期

で
も
、
一
般
の
消
費
者
の
方
々
が
、
す
だ
ち
の
爽

や
か
な
香
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地

元
の
方
々
の
協
力
も
得
て
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
き
た

い
で
す
。（
業
務
用
で
は
、
料
亭
や
和
食
料
理
店

を
中
心
に
一
年
を
通
じ
て
需
要
が
あ
り
ま
す
）」  

す
だ
ち
VS
カ
ボ
ス　
そ
り
ゃ
〜

す
だ
ち
が
う
ま
い
に
決
ま
っ
て
い
る
!?

都
市
部
に
お
け
る「
す
だ
ち
」の

認
知
度
や
消
費
の
動
向

東
京・銀
座
で
収

「
徳
島
す
だ
ち
」の穫
祭魅力

再
確
認

◆
特
集
リ
ポ
ー
ト
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近
年
、
企
業
や
自
治
体
が
首
都
圏
に
地
域
の

食
材
を
売
り
込
む
訪
問
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
る

な
ど
、
消
費
宣
伝
活
動
も
活
発
化
・
多
様
化
し

て
い
る
。
そ
ん
な
な
か
、
銀
座
か
ら
の
新
た
な

働
き
か
け
に
ど
う
応
え
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。

　
市
農
林
水
産
課
の
條
課
長
補
佐
は
、『
都
会

の
人
々
に
対
す
る
田
舎
（
地
方
）
の
魅
力
は
、

そ
こ
に
な
い
「
田
ん
ぼ
の
緑
」、「
澄
み
切
っ
た

青
い
空
」
や
「
深
暗
の
星
空
」
な
ど
の
自
然
は

も
と
よ
り
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
生
活
様
式
そ

の
も
の
が
発
信
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

都
市
部
か
ら
地
方
へ
！

新
た
な
働
き
か
け
に
ど
う
応
え
る

徳
島
を
代
表
す
る
味
覚

「
す
だ
ち
」

　
そ
の
た
め
、
現
在
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
具

現
化
す
る
た
め
に
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

や
「
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
の
体
験
型
観

光
を
情
報
発
信
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
役
立

て
て
い
ま
す
が
、「
高
円
寺
の
阿
波
踊
り
」や「
東

京
ド
ー
ム
の
光
の
祭
典
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
田
舎
の
文
化
や
生
活
様
式
が
都
会
で
具

現
化
さ
れ
て
い
る
事
例
も
多
数
あ
り
、
農
林
水

産
物
に
対
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
つ
ま
り
、「
都
会
で
田
舎
暮
ら
し
す
る
」
コ

ン
セ
プ
ト
で
、
交
流
し
て
い
く
こ
と
も
一
つ
の

方
策
で
す
。』
と
話
し
て
い
る
。

　
四
国
は
さ
ま
ざ
ま
な
柑
橘
類
で
名
を
馳
せ
る

柑
橘
大
国
で
、
徳
島
の
す
だ
ち
も
そ
の
代
表
格

の
一
つ
。
全
国
で
生
産
さ
れ
る
す
だ
ち
の
約
95

％
が
徳
島
県
産
で
、
い
わ
ば
徳
島
は
す
だ
ち
の

原
産
地
と
い
え
る
。
江
戸
時
代
の
古
文
書
に
は
、

天
皇
代
替
わ
り
の
儀
式
・
大だ
い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

に
す
だ
ち
が

献
上
さ
れ
た
と
さ
れ
る
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る

な
ど
、
格
式
あ
る
阿
波
の
特
産
品
と
し
て
の
歴

わ
れ
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
最
近
で
は
、
香

り
と
健
康
成
分
を
生
か
し
た
加
工
食
品
や
化

粧
品
、
ア
ロ
マ
の
原
料
と
し
て
も
使
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
す
だ
ち
の
皮
が
中
性
脂
肪
を

減
ら
す
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、
健
康
食
品
と

し
て
の
需
要
も
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
す
だ
ち
の
栽
培
が
商
業
用
と
し
て
始
ま
っ

た
の
は
１
９
５
６
年
か
ら
。
70
年
代
後
半
に

は
急
速
に
生
産
量
が
増
え
て
い
く
。
そ
の
背

景
に
は
、
昭
和
56
年
２
月
26
日
に
県
内
を
襲

っ
た
猛
烈
な
寒
波（
俗
に
い
う「
56
の
寒
波
」）

が
あ
る
。
み
か
ん
や
八
朔
と
い
っ
た
果
樹
作

物
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
る
な
か
、
す
だ

ち
の
木
だ
け
は
持
ち
こ
た
え
た
。
こ
れ
を
機

に
、
耐
寒
性
に
優
れ
た
す
だ
ち
へ
の
転
作
が
加
速

し
た
。

　
ま
た
、
一
年
を
通
じ
て
す
だ
ち
を
提
供
で
き
る

周
年
供
給
体
制
（
右
表
参
照
）
が
確
立
さ
れ
た
こ

と
で
、
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
弾
み
と
な
っ
た
。

　
県
内
の
主
な
産
地
は
神
山
町
、
佐
那
河
内
村
、

阿
南
市
。
な
か
で
も
、
ハ
ウ
ス
栽
培
で
県
内
最
大

の
生
産
量
を
誇
る
の
が
阿
南
市
で
あ
る
。
ハ
ウ
ス

み
か
ん
栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
し
て
、
加
茂
谷
、

山
口
、
新
野
な
ど
で
有
力
な
産
地
を
形
成
し
て
き

た
。
平
成
23
年
産
の
ハ
ウ
ス
す
だ
ち
の
生
産
量
は

約
４
８
４
㌧
（
コ
ン
テ
ナ
に
し
て
２
万
４
２
０
０

杯
分
）。
そ
の
約
４
分
の
１
が
県
外
に
出
荷
さ
れ

て
い
る
。

「すだちサワー」と「ちりめん」を味わう銀座の若者

気仙沼産のさんまにすだち
文句なしに最高でしょう！

■出荷時期（周年供給体制）
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

ハウス栽培 露地栽培 冷蔵貯蔵物

史
も
あ
る
。
古
来
よ
り
、
庭
先

に
は
す
だ
ち
の
木
が
植
え
ら
れ
、

身
近
な
食
材
と
し
て
庶
民
の
間

で
親
し
ま
れ
て
き
た
。
上
品
な

香
り
と
爽
や
か
な
酸
味
は
、
徳

島
県
民
に
と
っ
て
手
放
せ
な
い

食
卓
の
友
と
な
っ
て
い
る
。

　
す
だ
ち
は
柑
橘
類
の
中
で
も

酸
味
が
強
く
香
り
も
高
い
た
め

「
香
酸
柑
橘
」
と
も
呼
ば
れ
、

そ
の
品
種
・
系
統
は
25
種
類
に

も
及
ぶ
。
阿
南
市
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
す
だ
ち
は
「
本
田
系
す

だ
ち
」
と
い
う
品
種
で
、
果
汁

が
多
く
酸
味
が
強
い
の
が
特
徴
。

搾
っ
た
り
、
擦
っ
た
り
し
て
使

お酒以外にも、お菓子、
しょうゆ、お茶、ジャム、
ジュースなど、さまざま
な「すだち商品」が販売
されている。

す
だ
ち
商
品
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厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
る

新
た
な
労
働
力
に
期
待

す
だ
ち
搾
っ
て
、
知
恵
も
絞
る

　
ア
グ
リ
あ
な
ん
販
売
部
の
田
神
　
裕
さ
ん
は
、

銀
座
で
行
わ
れ
た
収
穫
祭
の
新
聞
記
事
を
見
て

「
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
都
会
の
方
が
徳

島
す
だ
ち
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と

は
生
産
者
の
励
み
に
も
な
り
ま
す
。」
と
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。
し
か
し
、
近
年
の
す
だ
ち
の

栽
培
面
積
の
減
少
に
み
る
よ
う
に
、
生
産
者
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
、
ハ
ウ
ス
す
だ
ち

産
業
の
先
行
き
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
。

　
７
年
前
、
64
戸
あ
っ
た
ハ
ウ
ス
す
だ
ち
農
家

は
、
現
在
で
は
52
戸
に
ま
で
減
り
、
そ
の
約
８

割
が
60
歳
以
上
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
担

い
手
が
育
た
な
い
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
ハ

ウ
ス
す
だ
ち
は
露
地
も
の
に
比
べ
重
油
や
ハ
ウ

ス
資
材
と
い
っ
た
コ
ス
ト
が
大
き
な
負
担
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
収
入
が
見

込
ま
れ
な
け
れ
ば
就
農
意
欲
は
生
ま
れ
て
こ
な

い
。
こ
う
し
た
こ
と
は
ハ
ウ
ス
す
だ
ち
産
業
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
周
年
供
給
体
制
を

強
み
に
販
売
戦
略
を
展
開
し
て
い
る
だ
け
に
、

生
産
基
盤
の
弱
体
化
は
死
活
問
題
と
い
え
る
。

　
Ｊ
Ａ
あ
な
ん
す
だ
ち
部
会
会
長
の
久
礼
羽
　

哲
さ
ん
（
50
歳
・
新
野
町
）
は
、「
若
い
世
代

に
経
営
を
継
ぐ
農
家
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。

手
塩
に
か
け
て
育
て
た
木
を
放
棄
し
て
し
ま
う

の
は
非
常
に
も
っ
た
い
な
い
。
人
も
木
も
一
人

前
に
な
る
に
は
10
年
か
か
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

今
の
う
ち
に
何
と
か
し
な
け
れ
ば
。」
と
、
危

機
感
を
募
ら
せ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
あ
な
ん
で
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
打
開

し
よ
う
と
、
今
年
８
月
１
日
、
那
賀
町
延
野
に

県
内
初
の
農
作
業
紹
介
所
「
農
作
業
お
助
け
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。
求
職
者
と
生
産
者
と

を
引
き
合
わ
せ
て
労
働
条
件
な
ど
の
相
談
に
応

じ
な
が
ら
労
働
力
確
保
と
就
農
支
援
を
行
う
、

い
わ
ば
〝
農
業
の
お
見
合
い
セ
ン
タ
ー
〟
で
あ

る
。
Ｊ
Ａ
あ
な
ん
営
農
部
の
宮
崎
直
人
さ
ん
に

よ
る
と
、こ
の
３
カ
月
間
で
求
人
者
（
生
産
者
）

27
人
、
求
職
者
23
人
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

５
組
の
引
き
合
わ
せ
に
成
功
し
た
と
い
う
。
こ

う
し
た
紹
介
所
は
、
今
後
、
ア
グ
リ
あ
な
ん
内

に
も
開
設
さ
れ
る
予
定
で
、
す
だ
ち
農
家
の
援

軍
と
な
る
こ
と
に
期
待
が
高
ま
る
。

　
食
生
活
が
大
き
く
変
貌
し
た
今
日
に
あ
っ

て
、
地
域
の
特
産
物
の
本
来
の
良
さ
を
守
り
、

生
か
し
な
が
ら
、
普
段
の
食
卓
に
の
ぼ
る
食

材
と
し
て
、
い
か
に
そ
の
魅
力
を
広
げ
ら
れ

る
か
、「
す
だ
ち
の
名
産
地
」
と
し
て
の
知

恵
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

　
食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
す
だ
ち
Ｓ
Ｕ

（
酢
）
ム
リ
エ
の
武
岡
泰
子
さ
ん
（
徳
島
市

在
住
）
は
、
す
だ
ち
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
考

案
し
て
料
理
教
室
を
開
講
す
る
な
ど
、
消
費

拡
大
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
昨
年
９
月
、
ひ

ま
わ
り
会
館
で
開
催
さ
れ
た
阿
南
地
区
農
山

村
女
性
の
日
推
進
大
会
で
は
、
冷
め
て
も
美

味
し
い
「
さ
わ
や
か
Ｓ
ｕ
―
Ｈ
ａ
ｎ
（
す
だ

ち
飯
）」
な
ど
の
レ
シ
ピ
が
紹
介
さ
れ
、
関

心
を
集
め
た
。

　
徳
島
県
す
だ
ち
・
ゆ
こ
う
消
費
推
進
協
議

会
で
は
、
す
だ
ち
の
皮
を
薬
味
や
サ
ラ
ダ
の

食
材
と
し
て
使
用
し
て
も
ら
お
う
と
、「
す

だ
ち
ス
ラ
イ
サ
ー
」
を
配
布
し
て
消
費
拡
大

を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、
す
だ
ち
栽
培
農
家

で
ジ
ュ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
北
條
　
泉
さ

ん
（
山
口
町
）
は
、「
学
校
給
食
や
社
員
食
堂
、

飲
食
店
な
ど
で
、
も
っ
と
す
だ
ち
を
使
っ
て

ほ
し
い
。」
と
、
さ
ら
な
る
地
産
地
消
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

　
私
た
ち
に
と
っ
て
、
す
だ
ち
は
身
近
な
食

材
で
あ
る
が
故
に
関
心
が
薄
れ
が
ち
だ
。
し

か
し
、
東
京
・
銀
座
や
目
黒
で
は
、
私
た
ち

の
日
常
が
お
祭
り
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
。

こ
の
盛
り
上
が
り
こ
そ
が
、
私
た
ち
が
忘
れ

か
け
て
い
る
「
名
産
地
」
と
し
て
の
本
来
の

姿
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
地
元
か
ら
消
費
拡
大
を
図
る

−

。
す
だ
ち
を
〝

切
り
開
く
〟
こ
と
は
、
す
だ
ち
の
未
来
を
〝
切
り

拓
く
〟
こ
と
に
つ
な
が
る
、
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

　
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
３
月
11
日
は
、
く

し
く
も
東
京
中
央
卸
売
市
場
で
ハ
ウ
ス
す
だ
ち
の

初
売
り
が
行
わ
れ
た
日
で
も
あ
っ
た
。
田
神
さ
ん

は
、
混
乱
し
た
上
半
期
の
市
況
を
振
り
返
り
、「
想

定
外
の
事
態
に
対
し
て
、
生
産
者
の
最
大
の
協
力

の
も
と
、
各
市
場
、
行
政
、
全
農
の
皆
さ
ん
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
、
柔
軟
に
対
応
で
き
ま
し
た
。〝

す
べ
て
の
食
卓
に
徳
島
す
だ
ち
を
届
け
た
い
〟
そ

ん
な
生
産
者
の
思
い
が
強
い
結
束
力
を
生
み
ま
し

た
。」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　
越
冬
を
控
え
た
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
白
銀
に
輝

く
ハ
ウ
ス
の
中
で
は
、
来
年
の
収
穫
に
向
け
て
一

段
と
忙
し
い
時
期
を
迎
え
る
。

旧食肉センターを改修して開設
された「農作業お助けセンター」

父親の代から受け継ぎ、27ａのハウスで
スダチを栽培している久礼羽さん。

①武岡さんの料理教室の
ようす。
②すだちレシピ（阿波尾
鶏の手羽元のすだち煮）
を紹介する北條さん。

す
だ
ち
ス
ラ
イ
サ
ー

①②
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News Oasis

　

読
書
週
間
（
10
月
27
日
〜
11
月
９
日
）
に
合
わ
せ
て
10

月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
「
図
書
館
ま
つ
り
２
０
１
１
え
ほ

ん
コ
ン
サ
ー
ト
」。
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
を
埋
め
尽
く
す
５
８

０
人
の
親
子
連
れ
が
、
見
て
、
聴
い
て
、
感
じ
て
の
３
拍

子
揃
っ
た
舞
台
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
「
え
ほ
ん
」
と
い
う
か
ら
子
ど
も
向
け
！
と
思
い
き
や
、

実
は
大
人
に
も
楽
し
ん
で
ほ
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
も
あ
り

ま
し
た
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
バ
ラ
ダ
ン
の
オ
ー
ボ
エ
担
当
・

市
川
仁
志
さ
ん
は
、「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

子
ど
も
の
入
場
制
限
が
あ
る
た
め
、
保
護
者
の
方
に
生
演

奏
を
聴
い
て
い
た
だ
け
る
機
会
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

え
ほ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
す
べ
て
の
方
に
ウ
ェ
ル
カ
ム
な

コ
ン
サ
ー
ト
な
の
で
、
大
人
の
方
に
も
楽
し
ん
で
ほ
し

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
練
習
す
る
横
で

ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
く
不
思
議
な
猫
と
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
奏
者
と
の
物
語
を
描
い
た
「
ネ
コ
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

ふ
き
」
や
、
母
さ
ん
鳥
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
ず
に

帰
り
を
待
つ
む
く
鳥
の
子
が
、
母
さ
ん
鳥
と
出
会
う
夢
を

見
る
物
語
「
む
く
ど
り
の
ゆ
め
」
な
ど
が
上
演
さ
れ
ま
し

た
。
来
場
者
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
映
像
を

眺
め
な
が
ら
、
朗
読
と
生
演
奏
で
物
語
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

本
を
読
む
の
が
大
好
き
と
い
う
辻
岡
総
志
く
ん（
５
歳
・

見
能
林
町
）
は
、「
音
楽
と
い
っ
し
ょ
に
え
ほ
ん
を
楽
し

適
応
指
導
教
室『
ふ
れ
あ
い
学
級
』

移
転
後
、初
の「
ふ
れ
あ
い
祭
」を
開
催　

加茂谷・中央橋

国の災害査定
を受ける

　

９
月
１
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
襲
来
し
た
台

風
12
号
の
影
響
で
橋
の
一
部
が
流
失
し
た
中
央

橋
（
加
茂
町
〜
深
瀬
町
）
の
災
害
査
定
が
行
わ

れ
、災
害
復
旧
工
事
費
（
国
補
助
対
象
事
業
費
）

約
１
億
８
０
０
万
円
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
は
、
こ
れ
を
受
け
て
、
工
事
実
施
詳
細
設

計
業
務
に
取
り
か
か
り
、
平
成
25
年
３
月
末
の

完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

な
お
、
同
区
間
は
引
き
続
き
通
行
止
め
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

材
に
絵
手
紙
づ
く
り
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

長
年
、
不
登
校
児
や
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
子
ど
も
の
そ
ば
に
寄
り
添
っ
て

き
た
指
導
員
の
日
根
美
野
子
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
は
、
人
と
の
ふ
れ
あ

い
の
中
で
心
を
開
き
、
学
習
や
体
験
活
動
を
通
じ
て
学
校
復
帰
で
き
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
蓄
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
新
た
な
自
分
を
発
見
し
て
、
次
へ
の
ス

テ
ッ
プ
に
し
て
ほ
し
い
。」
と
願
い
を
込
め
て
指
導
に
当
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
９
月
に
は
、
こ
こ
を
卒
業
し
た
生
徒
か
ら
大
学
に
入
学
し
た
と
の
う
れ

し
い
知
ら
せ
が
届
き
、感
激
し
た
と
い
う
日
根
さ
ん
。「
ふ
れ
あ
い
学
級
に
は
、

ふ
さ
ぎ
が
ち
な
心
を
受
け
止
め
て
く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ひ
と
り指

導
員
の
皆
さ
ん

め
て
よ
か
っ
た
。」
と
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　

感
情
豊
か
な
朗
読
で
絵
本
の
世
界

を
楽
し
ま
せ
た
秋
山
雅
子
さ
ん
は
、

「
言
葉
を
通
し
て
元
気
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

え
ほ
ん
に
親
し
む
い
い
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

旧
橘
公
民
館
久
保
分
館
（
橘
町
）
か

ら
阿
南
市
社
会
福
祉
会
館
（
富
岡
町
）

に
移
転
し
て
初
め
て
の
秋
を
迎
え
た
ふ

れ
あ
い
学
級
。
日
ご
ろ
の
活
動
の
様
子

を
発
表
し
た
り
、
多
彩
な
催
し
な
ど
で

交
流
を
深
め
る
「
ふ
れ
あ
い
祭
」
が
、

11
月
２
日
、
同
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

テ
ー
マ
は
「
き
て
、
み
て
、
ふ
れ
あ

い
祭
」。
た
く
さ
ん
の
人
に
「
来
て
、

見
て
ほ
し
い
」
と
催
し
た
祭
典
で
は
、

大
正
琴
や
南
京
玉
す
だ
れ
、
皿
回
し
な

ど
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
秋
の
果
物
を
題

で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

学
習
は
、
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
３

時
ま
で
で
、
相
談
は
５
時
ま
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
は
】
適
応
指
導
教
室
（
☎

22

−

１
２
５
０
）
へ

大人も楽しめた
えほんコンサート

場所は
阿南駅隣の
社会福祉会館
４階です
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施
設
の
名
称
を
改
め

「
か
も
だ
岬
温
泉
」
で
知
名
度
UP

　

11
月
６
日
、
京
都
府
綴つ
づ
き喜
郡
井
手
町
で

開
催
さ
れ
た
「
第
26
回
国
民
文
化
祭
・
京

都
２
０
１
１
川
柳
の
祭
典
」
の
小
学
生
・

中
学
生
の
部
で
、
阿
地
莞
汰
さ
ん
（
長
生

小
２
年
）
が
、
第
一
席
に
あ
た
る
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

妹
を
思
い
や
る
や
さ
し
さ
が
あ
ふ
れ
た

句
は
、「
家
に
帰
っ
た
後
の
情
景
ま
で
も

連
想
で
き
る
す
ば
ら
し
い
句
」
と
、
選
者

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

句
を
詠
む
こ
と
を
３
歳
か
ら
始
め
た
阿

地
さ
ん
。「
表
彰
式
は
家
族
旅
行
も
兼
ね

ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
で

す
。」
と
、
全
国
４
２
４
４
人（
約
１
万
８

千
点
）
で
一
番
の
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

40
回
目
を
迎
え
た
阿
南
市
文
化
祭
。
今

年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
美

術
展
で
は
、
移
ろ
う
季
節
の
一
コ
マ
や
感

動
の
瞬
間
を
切
り
取
っ
た
写
真
が
ず
ら
り

と
展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
臨
場
感
あ
ふ
れ

る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
写
真
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

茶
会
の
休
憩
中
に
見
に
き
ま
し
た
と
い

う
神
野
真
優
さ
ん
（
15
歳
・
下
大
野
町
）
は
、

阿
南
の
夏
ま
つ
り
で
灯
さ
れ
た
願
い
の
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
と
幼
児
の
笑
顔
を
撮
影
し
た

遠
藤
博
敏
さ
ん
の
写
真
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

（
奨
励
賞
受
賞
作
品
）を
眺
め
な
が
ら
、「
忘

れ
て
は
い
け
な
い
１
枚
で
す
。」
と
、
被

災
地
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
わ
が
町
に
も
温
泉
を
！
」
と
、
椿
町
船
瀬
に
掘
削
ド

リ
ル
が
入
っ
た
の
は
今
か
ら
12
年
前
の
こ
と
。
地
下
約
１

６
０
０
㍍
か
ら
湧
き
出
た
温
泉
は
、
41
・
４
度
の
弱
ア
ル

カ
リ
性
の
療
養
泉
で
し
た
。「
普
段
着
で
楽
し
め
る
温
泉
」

を
め
ざ
し
て
平
成
13
年
７
月
26
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、

多
く
の
方
に
愛
さ
れ
続
け
、
平
成
22
年
11
月
７
日
に
は
来

場
者
が
50
万
人
に
到
達
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、「
船
瀬
（
ふ
な
せ
）」
と
い
う
名
前
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
や
、
四
国
最
東
端
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
に

し
て
は
ど
う
か
、
と
い
っ
た
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
開

館
10
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
機
に
、
四
国
最
東
端
の
地
〝

蒲
生
田
岬
〟
と
と
も
に
温
泉
の
魅
力
を
伝
え
て
い
こ
う
と
、

11
月
１
日
か
ら
「
か
も
だ
岬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

家
族
そ
ろ
っ
て
心
や
体
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

う
イ
ベ
ン
ト
「
あ
な
ん
健
康
ま
つ
り
」
が
、
10
月
30
日
、

ひ
ま
わ
り
会
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
、
小
雨
交
じ
り
の
天
候

に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

健
康
測
定
コ
ー
ナ
ー
で
骨
密
度
検
査
な
ど
を
受
け
て
い

た
湯
浅
芳
子
さ
ん
（
柳
島
町
）
は
、「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
は

こ
ま
め
に
し
て
い
ま
す
が
、
骨
密
度
や
動
脈
硬
化
は
測
定

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地元の方と岩浅市長が晴れやかに除幕を行いました。（10月29日）

父母にメッセージカードを送るようす。

　

ま
た
、
人
気
を
集
め
て
い
た
「
が
ん
検
診
受
診
率
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
が
ん
検
診
を
受
け

て
ほ
し
い
父
母
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
送

ろ
う
と
、
た
く
さ
ん
の
親
子
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
精
神
科
医
で
立
教
大
学
教
授
の
香
山
リ

カ
さ
ん
に
よ
る
「
生
き
る
力
を
つ
け
る
処
方
箋
〜
ひ
と
り

ひ
と
り
が
輝
く
た
め
に
〜
」
と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
、

「
た
ま
に
は
自
分
を
褒
め
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と
が

大
切
。
そ
の
心
の
ゆ
と
り
が
周
囲
の
人
へ
の
気
づ
き
を
生

み
、
ひ
い
て
は
自
殺
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。」
と
、

ス
ト
レ
ス
社
会
に
お
け
る
心
の
持
ち
方
、
身
の
置
き
方
を

訴
え
ま
し
た
。
詰
め
か
け
た
約
９
０
０
人
の
来
場
者
は
、

時
折
、
う
な
づ
き
な
が
ら
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

阿
地
莞
汰
さ
ん（
長
生
小
２
）	

川
柳
で
文
科
大
臣
表
彰

その瞬間が美しい
タイトルに込められた
カメラマンの思いに浸る

あなん健康まつりで
心と体の健康度チェック

川
柳

い
も
う
と
の

や
わ
ら
か
い
手
と
か
え
る
み
ち



あなんカルチャー

市の文化事業や歴史などを紹介します

■第14回クリスマスライブ

■年末年始休館のお知らせ

市民会館　12月29日㈭〜平成24年１月３日㈫
夢ホール（文化会館）　
　　　　　12月28日㈬〜平成24年１月４日㈬
コスモホール（情報文化センター）
　　　　　12月29日㈭〜平成24年１月３日㈫
阿波公方・民俗資料館　
　　　　　12月29日㈭〜平成24年１月３日㈫
問い合わせは　
市民会館（☎22−7000）
文化会館（☎21−0808）
情報文化センター（☎44−5000）
阿波公方・民俗資料館（☎42−2966）へ

■第14回徳島県民文化祭共催事業
　第９回夢ホールコンサート

　県内外で活躍する演奏家の公募コンサートです。
　多彩な演奏をお楽しみください。

日　時　12月10日㈯・11日㈰　いずれも14:30開演
場　所　夢ホール（文化会館）
入場料　500円（２日とも入場可）、高校生以下は無料。
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。

※無料託児室あり。
（１週間前までにお申し込みください。）

チケット　文化会館、市民会館、情報文化センターほか
※出演者の中からオーディエンス賞を決定し、来春開催
予定のロレアコンサートに出演していただきます。ご来
場の皆様が審査員です。
問い合わせは　文化会館（☎21−0808）へ

　ロックからアコースティック・ギターの弾き語りまで。
アマチュアミュージシャンによるライブを開催。全出演
者がクリスマスソングも披露します。　　
日　時　12月18日㈰　13:00開演　入場料　無料
場　所　コスモホール（情報文化センター）
※先着100人にクリスマスプレゼントを用意しています。
問い合わせは　情報文化センター（☎44−5000）へ

科
セ
ン
タ
ー

学

メールアドレス　science@ananscience.jp

文
化
関
係
書
類
頒
布
の
お
知
ら
せ

　

次
の
書
籍
を
頒
布
し
て
い
ま
す
。

必
要
な
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

文
化
振
興
課
（
文
化
会
館
内
☎
22

−

１
７
９
８
）

阿
南
市
の
指
定
文
化
財
・
巨
樹
マ
ッ
プ
５
０
０
円

阿
南
市
の
文
化
財
２
千
円

阿
波
公
方
・
民
俗
資
料
館
（
☎
42

−

２
９
６
６
）

ま
ん
が
「
阿
波
公
方

−

阿
波
の
足
利

−

」
１
千
円

平
島
公
方
史
料
集
３
千
円

訳
注
「
棲せ

い

龍り
ゅ
う

閣か
く

詩し

集し
ゅ
う

」
４
千
円

那
賀
川
町
史
（
上
・
下
巻
）
各
５
千
円

村
史
平
島
３
千
円

今
津
村
史
略
３
千
円

皆
既
月
食
観
望
会（
有
料
）

　

12
月
10
日
に
皆
既
月
食
が
日
本
全
国
で
見

ら
れ
ま
す
。
見
や
す
い
皆
既
月
食
と
し
て
は

平
成
19
年
８
月
28
日
以
来
、
約
４
年
ぶ
り
で
、

次
に
見
ら
れ
る
の
は
平
成
26
年
の
10
月
８
日

で
す
。

　

科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
珍
し
い
皆
既
月

食
の
観
望
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
悪
天
候
時
は
中
止
と
し
ま
す
。

日
時　
12
月
10
日
㈯

　
　
　

午
後
９
時
30
分
〜
午
前
１
時
30
分

内
容　
皆
既
月
食
に
つ
い
て
の
お
話
と
、
天

体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
の
月
食
観
望

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

　

子
ど
も
向
け
の
科
学
遊
び
を
中
心
と
し
た

催
し
で
す
。
実
施
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
で

す
。

実
施
日
と
テ
ー
マ　

12
月
23
日
㈷

「
ビ
ー
玉
を
使
っ
た
コ
マ
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
」

12
月
25
日
㈰

「
も
の
が
見
え
る
見
え
な
い
」

12
月
27
日
㈫

「
磁
石
を
使
っ
て
魚
釣
り
の

お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
」

　

科
学
の
原
理
や
不
思
議
さ
な
ど
、
実
験
を

通
し
て
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

毎
週
土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
と
午
後
２

時
、
冬
休
み
中
の
平
日
午
後
２
時
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

１
１
３
㌢
大
型
天
体
望
遠
鏡
で
、
そ
の
季

節
や
時
間
帯
に
見
ら
れ
る
星
を
観
望
し
ま
す
。

悪
天
候
時
は
中
止
で
す
。

日
時　
毎
週
土
曜
日

午
後
６
時
〜
、
７
時
〜
、
８
時
〜
の
３
回
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南
島
村
が
か
つ
て
竹
原
庄
の
重
要
な
地
で

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
南
島
八
幡
神
社
祭
礼
に
岩

脇
、
岡
、
中
原
、
立
善
寺
四
カ
村
の
氏
子
が

参
加
し
た
こ
と
は
納
得
が
い
く
。

　

実
は
「
阿
南
市
史
」（
第
一
巻
）「
庄
園
」

を
執
筆
し
た
の
は
筆
者
で
あ
る
。そ
こ
で「
阿

南
市
史
」
の
夜
明
け
に
属
す
る
こ
と
を
書
い

て
お
き
た
い
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
ス
タ
ー
ト

時
、
市
史
編
さ
ん
の
企
画
、
執
行
に
携
わ
っ

た
人
物
は
筆
者
を
除
い
て
す
で
に
鬼
籍
に
入

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

「
阿
南
市
史
」
第
一
巻
（
原
始
、
古
代
、

中
世
編
）
が
発
行
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
六
十

二
年
三
月
一
日
で
あ
る
。

　

編
集
後
記
で
二
代
目
室
長
木
本　

勝
氏
は
、

「
市
史
編
さ
ん
事
業
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和

五
十
五
年
度
で
あ
る
。
通
史
三
巻
・
民
俗
編

一
巻
・
史
料
編
一
巻
、
計
五
巻
を
予
定
し
て

い
た
。」
と
書
い
て
い
る
。
こ
こ
に
は
書
か

れ
て
い
な
い
が
十
カ
年
で
完
了
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。

　

第
一
巻
は
吉
見
哲
夫
（
主
任
）、湯
浅
良
幸
、

井
上
良
雄
、
小
原　

亨
が
当
た
っ
た
。
い
わ

ゆ
る
監
修
者
は
置
か
ず
、
上
記
四
人
が
専
門

委
員
と
し
て
企
画
か
ら
執
筆
者
の
選
定
、
監

修
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
主
任
も
第
二
巻
井

上
良
雄
、
第
三
巻
小
原　

亨
、
第
四
巻
湯
浅

良
幸
に
決
定
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
井
上
、
吉
見
、

小
原
氏
は
編
さ
ん
事
業
途
中
他
界
さ
れ
た
。

筆
者
も
編
さ
ん
方
針
の
大
幅
変
更
を
機
に
、

編
さ
ん
委
員
、
専
門
委
員
を
辞
任
し
た
。

　

こ
の
た
め
編
さ
ん
作
業
は
大
幅
に
遅
れ
た

が
、
現
在
も
編
さ
ん
作
業
は
続
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
終
わ
り
）

余
談
・「
阿
南
市
史
」

　

先
号
で
「
竹
た
か
わ
ら
の
し
ょ
う

原
庄
」
に
つ
い
て
書
い
た
。

思
わ
ぬ
反
響
が
あ
っ
た
。
専
門
家
に
と
っ
て

常
識
で
あ
っ
て
も
専
門
外
の
人
に
は
初
め
て

知
っ
た
事
柄
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

あ
る
人
は
、
南
島
の
歴
史
に
つ
い
て
知
り

た
い
と
尋
ね
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
南
島
八
幡

神
社
の
祭
礼
に
な
ぜ
羽
ノ
浦
町
岩
脇
、
宝
田

町
立
善
寺
か
ら
三
台
も
の
ダ
ン
ジ
リ
を
曳
い

て
き
た
の
か
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
竹
原
庄
の
記
事
を
見
て
理
解
出
来
た
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
南
島
村
に
比
べ
岩
脇
村
は
大
村
で

あ
り
、
立
善
寺
村
は
古
代
県
南
屈
指
の
大
寺

院
隆
褝
寺
が
あ
る
。
同
寺
は
、
八
桙
神
社
を

管
理
す
る
別
当
で
あ
り
、
竹
原
庄
の
地
頭
職

を
代
行
し
た
時
代
も
あ
っ
た
。

　

南
島
村
に
接
す
る
岡
村
に
は
古
墳
時
代
後
期

の
円
墳
が
あ
り
、
戦
国
時
代
に
は
岡
塁
が
あ
っ

た
。
江
戸
時
代
に
は
、
土
佐
街
道
の
要
衝
と
し

て
南
方
か
ら
の
海
産
物
の
中
継
地
と
し
て
栄
え
、

一
里
松
も
あ
っ
た
。

　

南
島
村
に
は
土
佐
街
道
が
通
っ
て
い
た
。
那

賀
川
本
流
の
変
更
に
よ
っ
て
地
続
き
だ
っ
た
岩

脇
村
と
南
島
村
は
現
那
賀
川
に
よ
っ
て
分
断
さ

れ
た
が
、
歴
史
的
つ
な
が
り
は
密
接
だ
っ
た
。

　

岩
脇
村
か
ら
南
島
八
幡
神
社
祭
礼
に
参
加
す

る
理
由
に
つ
い
て
、
岩
脇
村
に
は
「
岩
脇
の
八

幡
さ
ん
は
那
賀
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
南
島
へ
流

れ
着
い
た
。
そ
の
た
め
岩
脇
に
は
八
幡
さ
ん
が

な
い
。」
と
の
伝
承
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
洪
水
の
た
め
八
幡
さ
ん
が
岩
脇
か

ら
南
島
へ
流
れ
着
く
と
は
地
理
的
に
考
え
ら
れ

な
い
。

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
69

　

12
月
10
日
に
皆
既
月
食
が
日
本
全
国
で
見

ら
れ
ま
す
。
見
や
す
い
皆
既
月
食
と
し
て
は

平
成
19
年
８
月
28
日
以
来
、
約
４
年
ぶ
り
で
、

次
に
見
ら
れ
る
の
は
平
成
26
年
の
10
月
８
日

で
す
。

　

科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
珍
し
い
皆
既
月

食
の
観
望
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
悪
天
候
時
は
中
止
と
し
ま
す
。

日
時　
12
月
10
日
㈯

　
　
　

午
後
９
時
30
分
〜
午
前
１
時
30
分

内
容　
皆
既
月
食
に
つ
い
て
の
お
話
と
、
天

体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
の
月
食
観
望

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場（
無
料
）

　

子
ど
も
向
け
の
科
学
遊
び
を
中
心
と
し
た

催
し
で
す
。
実
施
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
で

す
。

実
施
日
と
テ
ー
マ　

12
月
23
日
㈷

「
ビ
ー
玉
を
使
っ
た
コ
マ
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
」

12
月
25
日
㈰

「
も
の
が
見
え
る
見
え
な
い
」

12
月
27
日
㈫

「
磁
石
を
使
っ
て
魚
釣
り
の

お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
」

お
も
し
ろ
科
学
実
験（
無
料
）

　

科
学
の
原
理
や
不
思
議
さ
な
ど
、
実
験
を

通
し
て
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

毎
週
土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
と
午
後
２

時
、
冬
休
み
中
の
平
日
午
後
２
時
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

夜
間
天
体
観
望
会（
有
料
・
要
予
約
）

　

１
１
３
㌢
大
型
天
体
望
遠
鏡
で
、
そ
の
季

節
や
時
間
帯
に
見
ら
れ
る
星
を
観
望
し
ま
す
。

悪
天
候
時
は
中
止
で
す
。

日
時　
毎
週
土
曜
日

午
後
６
時
〜
、
７
時
〜
、
８
時
〜
の
３
回

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

−

１
６
０
０
）
へ

12
月
の
休
館
日　
５
日
㈪
、
12
日
㈪
、

19
日
㈪
、
26
日
㈪

年
末
年
始
の
休
館
日　
12
月
29
日
㈭
〜

１
月
３
日
㈫

旧土佐海道沿いの
一里松跡と岡山（上中町）
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447

市
民
文
芸

　
　
　

大
川　
　

功

穂
芒
や
蛇
笏
の
一
句
口
遊
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

絹
代

峰
の
神
名
月
に
酔
い
琴
に
酔
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
田　

秀
子

膳
先
に
一
枝
そ
え
り
薄
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
中　

久
子

床
の
間
の
花
器
の
ふ
く
ら
み
秋
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
富　

範
子

駅
一
つ
手
前
で
降
り
し
後
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西　

晴
美

触
れ
て
み
て
動
く
気
配
の
な
き
蜻
蛉　

松
村
み
ど
り

楝
の
実
た
わ
わ
に
揺
れ
る
南
大
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
谷　

隆
文

菊
薫
る
旅
の
終
り
の
無
人
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
米　

千
草

柿
好
き
の
姑
に
山
盛
り
柿
供
ふ
て
ゆ
が
み
を
り

阿

南

川

柳

会

髙

木

旬

笑　

選

川
　
柳

二
階
千
代
美

メ
ー
ル
便
そ
の
一
言
が
気
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

敏
子

美
し
い
嘘
で
し
こ
り
を
取
り
ほ
ぐ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅　

三
子

胸
算
用
し
て
か
ら
話
し
持
っ
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
上　

鶴
子

た
く
あ
ん
に
日
本
の
良
さ
を
噛
み
締
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
レ
イ
子

獏
が
出
て
昼
寝
の
夢
を
食
べ
ら
れ
る

阿

南

市

春

季

短
歌
大
会
作
品

短
　
歌

横
山
み
つ
枝

緩ゆ
る

や
か
な
日
射
し
を
受
け
て
雨
樋
を
雪
解
け
流
る
春

の
足
音

　
　
　
　
　
　
　

常
盤　

久
子

も
み
じ
葉
が
に
し
き
の
如
き
秋
の
日
に
白
寿
の
姑
は

天
国
へ
逝
く

　
　
　
　
　
　
　

島
尾　
　

妙

悲
し
み
は
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
楽
し
い
こ

と
を
さ
が
し
て
歩
こ
う

　
　
　
　
　
　
　

佐
　々
　

近

ラ
ン
ド
セ
ル
に
春
の
日
を
受
け
大
声
に
九
九
唱
え
つ

つ
帰
り
行
く
児
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
橋
寿
満
子

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
原
発
事
故
告
ぐ
空
の
色
海
の
ブ
ル

ー
の
画ク

ロ

マ

キ

ー

面
合
成
背
負
い
て

　
　
　
　
　
　
　

高
野　

富
江

春
近
き
東
北
大
地
に
原
発
に
激
震
走
る
未
曾
有
の
惨

事

　
　
　
　
　
　
　

村
上　

富
子

幼
子
を
残
し
て
マ
マ
の
初
出
勤
ス
ー
ツ
に
パ
ン
プ
ス

き
り
り
と
決
め
て

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

 
　
　
　

阿
部　

勝
代

過
ぎ
去
れ
ば
小
さ
き
こ
と
な
り
木
の
葉
髪

　
「
毎
日
、
今
日
が
人
生
最
後
の
日
か

も
し
れ
な
い
、
と
考
え
る
と
す
れ
ば
、

い
つ
か
必
ず
そ
の
考
え
が
正
し
い
日
が

来
る
。」
ア
ッ
プ
ル
社
前
最
高
経
営
責

任
者
・
故
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏

が
、
ス
タ
ン
フ

ォ
ー
ド
大
学
卒

業
式
の
記
念
講

演
に
て
語
っ
た

言
葉
で
あ
る
。

新
し
い
こ
と
を

す
る
者
は
、
ク

レ
イ
ジ
ー
だ
と

言
わ
れ
る
。
だ
が
、
そ
う
い
う
人
こ
そ

が
世
界
を
変
え
て
き
た
の
だ
。
家
庭
用

パ
ソ
コ
ン
に
始
ま
り
、
ⅰ
Ｐ
ａ
ｄ
に
至

る
ま
で
、
彼
も
私
た
ち
の
生
活
を
変
え

て
き
た
偉
大
な
創
造
者
の
一
人
で
あ
る
。

　

私
の
父
は
、
ご
く
普
通
の
会
社
員
だ
っ

た
が
、
先
見
の
明
が
あ
っ
た
。
30
年
前
の

こ
の
徳
島
で
、
私
た
ち
姉
妹
に
英
語
を
習

わ
せ
、
矯
正
歯
科
へ
通
わ
せ
た
。
ま
た
、

話
術
ひ
い
て
は
人
脈
の
重
要
さ
ゆ
え
、
野

球
や
将
棋
、
政
治
経
済
、
歴
史
の
知
識
は

勿
論
、
普
段
か
ら
話
題
の
引
き
出
し
を
た

く
さ
ん
持
っ
て
お
く
こ
と
を
説
い
た
。
私

の
高
校
卒
業
後
の
進
路
決
定
時
も
、
県
外

で
も
海
外
で
も
ど
こ
で
も
行
っ
て
こ
い
と

後
押
し
し
て
く
れ
た
。
父
自
身
、
数
十
年

来
ず
っ
と
大
好
き
な
英
語
に
触
れ
な
い
日

は
一
日
と
て
な
い
。
そ
の
飽
く
な
き
探
求

心
。
父
の
姿
勢
は
、
毎
日
学
ぶ
こ
と
の
楽

し
さ
大
切
さ
を
、
孫
た
ち
に
も
無
言
の
う

ち
に
示
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

今
年
も
フ
ウ
の
木
が

色
付
き
、
コ
ス
モ
ス
の

花
が
風
に
揺
れ
、
暖
炉

に
火
が
と
も
る
季
節
が

や
っ
て
き
た
。
晩
秋
の

景
色
の
中
に
、
英
字
新

聞
を
読
む
父
の
姿
が
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
我

が
家
に
は
あ
る
。

　　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
七
條
富
美
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
す
。

Stay Hungry・
Stay Foolish

那賀川町
坂田 浩子さん
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巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
12月1日 ㈭ 阿 南 荘 前 13：30〜14：00 13日 ㈫ 旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45〜14：10

老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 前 14：20〜14：50 橘 団 地 前 14：30〜15：00
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00〜15：30 14日 ㈬ 上 中 分 館 前 14：20〜15：00

2日 ㈮ 新 野 公 民 館 前 13：45〜14：20 15日 ㈭ 大 潟 分 館 前 14：00〜14：30
新 野 駅 前 14：30〜15：00 見 能 林 公 民 館 前 14：40〜15：10

6日 ㈫ 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50〜13：20 16日 ㈮ 椿 公 民 館 前 13：45〜14：15
加 茂 谷 幼 稚 園 前 13：40〜14：20 旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30〜15：00
大 野 公 民 館 前 14：30〜15：00 20日 ㈫ 長 生 公 民 館 前 13：30〜14：00

9日 ㈮ 桑野コミュニティセンター前 14：00〜14：40 宝 田 公 民 館 前 14：10〜14：40
山 口 分 館 前 14：50〜15：20 21日 ㈬ 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50〜14：30

13日 ㈫ 福 井 中 学 校 前 12：50〜13：30 阿 南 県 営 住 宅 前 14：40〜15：10

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。 
阿南図書館　☎23－2020

移動図書
館「わかたけ号」巡回日程表

阿南市立図書館だより
12 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

阿南図書館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 ★ 休 ☆ 休 休 休 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 休 休 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 休 休 休 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏）

阿南図書館　☎23－2020ＦＡＸ23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）14:00〜15:00
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０〜３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）10:30〜11:00

那賀川図書館　☎42－3111ＦＡＸ42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）11:00〜
◎中学生によるピアノ演奏
　毎週土曜日　10:00〜（約10分間）
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　12月はお休みです。

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）14:00〜

羽ノ浦図書館　☎44－2100ＦＡＸ44－2099

●クリスマスおはなし会
12月17日㈯　14:00〜15:00

情報文化センター（羽ノ浦図書館）3 階　視聴覚室

内容：ブラックシアター「アラジンと不思議なランプ」ほか

●おはなしのポケットのクリスマスおはなし会
12月18日㈰　11:00〜

那賀川図書館　視聴覚室

内容：パネルシアター「三びきのくま」ほか

●冬休みおたのしみ会
12月25日㈰　14:00〜15:00

阿南図書館 3 階　視聴覚室

内容：人形劇「まじょとねこどん　ほうきでゆくよ」ほか

年末年始のお休み
12/28 ㈬〜1/4 ㈬全館休館します。

※羽ノ浦図書館は祝日開館（12/23）振替のため12/27㈫も休館です。

図書館のクリスマス（入場無料）
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お
知
ら
せ

標
準
営
業
約
款
制
度

「
Ｓ
マ
ー
ク
」を
ご
存
知
で
す
か
！

　

標
準
営
業
約
款
制

度
は
、
法
律
で
定
め

ら
れ
た
消
費
者
（
利

用
者
）
擁
護
に
資
す

る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
許
可
の
約
款
に
従

っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
、

理
容
店
、
美
容
店
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
、
め
ん
類
飲
食
店
、
一
般
飲
食
店

で
は
店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
登
録
店
は
安
心
・
安
全
・
衛

生
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で

す
。

問
い
合
わ
せ
は　
㈶
徳
島
県
生
活
衛

生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

−

６
２
３

−

７
４
０
０
）
へ

お
知
ら
せ

求
職
者
支
援
制
度
ス
タ
ー
ト

　

求
職
者
支
援
制
度
と
は
、
職
業
訓

練
に
よ
り
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

で
よ
り
安
定
し
た
就
職
を
め
ざ
し
、

真
剣
に
就
職
活
動
を
行
う
方
の
た
め

の
新
し
い
制
度
で
す
。

対
象
者　
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な

い
失
業
者
の
方
な
ど

支
援
内
容　
▼
求
職
者
支
援
訓
練
を

無
料
で
受
講
（
テ
キ
ス
ト
代
自
己
負

担
あ
り
）
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
積
極

的
な
就
職
支
援
を
お
手
伝
い
▼
一
定

の
支
給
要
件
を
満
た
す
方
に
職
業
訓

練
受
講
給
付
金
を
支
給

問
い
合
わ
せ
は　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿

南
（
☎
22

−

２
０
１
６
）
へ

相
談若

年
無
業
者
移
動
相
談
室

　

職
業
訓
練
も
通
学
も
し
て
い
な
い

若
年
無
業
者
の
就
職
面
な
ど
の
悩
み

に
関
す
る
出
張
相
談
室
（
予
約
制
）

を
開
設
し
ま
す
。

日
時　
12
月
15
日
㈭  

午
後
１
時
〜

５
時

場
所　
文
化
会
館
１
階　

工
芸
室

相
談
員　
徳
島
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
ス
タ
ッ
フ

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
０
８
８

−

６
０
２

−

０
５
５
３
）
へ

市民の情報ひろば

募
集

高
齢・障
害・求
職
者

雇
用
支
援
機
構　
職
業
訓
練
生

　

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方
を

対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

募
集
訓
練
科　
①
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
科
②
電
気
設
備
科
③
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

訓
練
期
間　
平
成
24
年
１
月
５
日
㈭

〜
６
月
27
日
㈬

対
象
者　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な
ど
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
等

は
必
要
で
、
選
考
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　
12
月
５
日
㈪
ま
で

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
独
立
行

政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用

支
援
機
構
徳
島
職
業
能
力
開
発
促
進

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

−

６
５
４

−

５
１
０
２
）
へ

　
募
集阿

南
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
演
者

ひ
ろ
げ
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
舞
台
発
表
を

希
望
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時　
平
成
24
年
１
月
14
日
㈯　

午

前
10
時
〜
午
後
３
時　

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

申
込
締
切
日　
12
月
９
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
同
実
行

委
員
会
事
務
局
（
社
会
福
祉
協
議
会

内
☎
23

−

７
２
８
８
）
へ

催
し

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
災
害
に
強
い
ろ
う
者
に
な
り
隊
」

　

ろ
う
者
は
生
ま
れ
つ
き
耳
が
聞
こ

え
な
い
た
め
、
文
章
を
読
ん
だ
り
書

い
た
り
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

　

今
一
度
、
ろ
う
者
と
と
も
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
18
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
〜
４
時

場
所　
富
岡
公
民
館
２
階
大
ホ
ー
ル

内
容　
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム参
加
費　
無
料

※
手
話
通
訳
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
な

ぐ
手
た
け
の
こ
（
☎
22

−

４
０
７

４
）
へ

催
し四

国
の
右
下み

ぎ
あ
が
り食
博
覧
会

　

徳
島
県
南
地
域
に
お
い
て
、
食
博

覧
会
「
南
阿
波
丼ど
ん

サ
ミ
ッ
ト
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
地
元
の
食
材
を
使
っ

た
南
阿
波
丼
や
郷
土
料
理
、
特
産
品

を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
３
日
㈯　

午
前
10
時
30

分
〜
午
後
６
時
・
４
日
㈰　

午
前
10

時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所　
旧
水
産
高
校
（
美
波
町
）

※
雨
天
決
行
、
入
場
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

｢

四
国
の
右
下
」

右
上
が
り
協
議
会
（
☎
０
８
８
４

−

77

−

０
７
５
９
）
へ

催
し

歌
い
語
り
と
箏
に
よ
る
ひ
と
り
オ
ペ
ラ

ベ
ロ
出
し
チ
ョ
ン
マ

　

徳
島
出
身
の
作
曲
家
三
木　

稔
が

新
し
い
音
楽
世
界
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

日
時　
12
月
３
日
㈯　

午
後
２
時
開

演
（
１
時
開
場
）
※
午
後
１
時
30
分

か
ら
子
ど
も
の
演
奏
が
あ
り
ま
す
。

場
所　
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館

内
容　
箏
と
バ
ス
バ
リ
ト
ン
に
よ
る

「
サ
ン
タ
ル
チ
ア
」「
あ
わ
て
床
屋
」

な
ど
の
歌
曲
と
、
斎
藤
隆
介
の
代
表

作
「
ベ
ロ
出
し
チ
ョ
ン
マ
」

※
入
場
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
邦
楽
教
育
振
興
会

な
か
が
わ
事
務
局　

佐
藤
（
☎
42

−

０
３
３
８
）
へ

市
民
の
情
報
ひ
ろ
ば
へ
の
掲
載

　

平
成
24
年
２
月
号
の
市
民
の
情

報
ひ
ろ
ば
に
掲
載
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
12
月
27
日
㈫
ま
で
に
秘
書

広
報
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
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催
し第

16
回
阿
南
支
援
学
校
祭

日
時　
12
月
10
日
㈯　

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
２
時
30
分

場
所　
阿
南
支
援
学
校

内
容　
▼
表
現
の
部
（
午
前
）
：
児

童
・
生
徒
が
日
頃
の
学
習
の
成
果
を

発
表
▼
催
し
の
部
（
全
日
）
：
花
の

苗
や
野
菜
の
販
売
、
陶
芸
・
木
工
製

品
の
展
示
即
売
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
食

品
バ
ザ
ー（
カ
レ
ー
、う
ど
ん
な
ど
）

※
リ
サ
イ
ク
ル
品
バ
ザ
ー
、
手
工
芸

品
は
午
後
１
時
か
ら
販
売
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
支
援
学
校

（
☎
22

−

２
０
１
０
）
へ

講
座障

害
者
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

指
導
者
養
成
講
習
会

日
時　
平
成
24
年
１
月
21
日
㈯
・
22

日
㈰　

午
後
１
時
開
講
式
（
12
時
30

分
〜
受
付
）

場
所　
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館
３
階

大
ホ
ー
ル

対
象　
支
援
学
校
教
職
員
、
障
害
者

施
設
職
員
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
興

味
の
あ
る
方

定
員　
40
人
（
申
込
順
）

参
加
費　
３
０
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　
昼
食
、
屋
内
用

シ
ュ
ー
ズ

申
込
方
法　
受
講
申
込
書
を
郵
便
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
12
月
10
日
㈯
ま
で
に

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
〒
７
７

９

−

０
１
０
４　

板
野
郡
板
野
町
吹

田
字
町
東
40

−

７　

徳
島
県
障
害
者

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協
会
事
務
局

稲
垣
（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
８

−

６
７

２

−

１
８
４
２
）
へ

講
座活

竹
物
語
開
催

　
「
竹
」
の
特
質
を
活
か
し
た
製
品

（
竹
細
工
・
竹
布
・
肥
料
等
）
の
展

示
・
実
演
販
売
お
よ
び
体
験
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
12
月
10
日
㈯　

午
後
１
時
〜

５
時
・
11
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後

５
時
（
体
験
講
座
は
11
日
の
み
午
後

１
時
〜
４
時
）

場
所　
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
商
工
会
議
所

業
務
課
（
☎
22

−

２
３
０
１
）
へ

講
座中

国
語
講
座

　

初
心
者
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
平
成
24
年
１
月
７
日
か
ら
毎

週
土
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
富
岡
公
民
館

参
加
費　
２
７
０
０
円
（
１
カ
月
）

※
テ
キ
ス
ト
代
１
４
７
０
円
が
必
要

講
師　
崔さ
い　

芳ほ
う

さ
ん

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
国
際
交
流

協
会
（
☎
23

−

５
５
９
９
）
へ

講
座

第
６
回
障
害
者
電
子
工
作
講
座

Ｌ
Ｅ
Ｄ
メ
ロ
デ
ィ
ー
門
松
を
作
ろ
う

　

阿
南
市
の
地
場
産
業
と
も
い
え
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
て
、
お
正
月
に
飾
る

門
松
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
11
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時

場
所　
阿
南
高
専
電
気
棟
１
階　

機

器
室

内
容　
電
子
工
作
（
は
ん
だ
付
け
を

用
い
た
回
路
製
作
）

対
象　
知
的
障
害
者

定
員　
15
人
（
申
込
順
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
高

専
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部　

中
野
（
☎
23

−

７
１
６
４
）
へ

徳 島 県 最 低 賃 金
平成23年10月15日から

時間額　6	4	7円
※特定の産業には特定（産業別）最低賃金が
　定められています。

問い合わせは　徳島労働局労働基準部
賃金室（☎088−652−9165）または
最寄りの労働基準監督署へ

労　   使　仲良く　守ろう最賃

健康いきいき情報

教　室　名 日 時　　　間 内　　　容 対象年齢 講　　　師 持参物

阿波踊り体操教室
９日
㈮

受付・健康チェック
　　　 9：30〜
教室　10：00〜11：00

阿波踊り体操
（基本編、メタボリッ
クシンドローム予防・
改善編ほか）

どなたでも

あなん阿波踊り体
操愛好会

（阿波踊り体操指
導員）

・タオル
・飲み物

高齢期からの
筋力アップ体操教室

15日
㈭

受付・健康チェック
　　　10：00〜
教室　10：30〜11：30

筋力をつけるための体
操を椅子に座って行い
ます

65歳以上
健康運動指導士
井上　澄さん

・タオル
・健康手帳
・飲み物

※教室の30分前から健康チェックをしていますので、必ず受
けてください。

※体調の悪い方は、体操への参加をお断りすることがあります。
※教室へは、体操のできる服装でお越しください。
※達者でおろな健康教室は休みます。
問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ

12月の健康体操教室
（場所：ひまわり会館）
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
☎44−
5059

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時２
日
㈮　

食
育
で
遊
ぼ
う

　
　
　
　

講
師
：
野
間
智
子
さ
ん

９
日
㈮　

歌
は
楽
し
い　
　
　
　
　

　
　
　
　

講
師
：
高
木
美
代
さ
ん

13
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

16
日
㈮　

お
正
月
飾
り
を
作
ろ
う

27
日
㈫　

お
誕
生
会

う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う　
６
日
㈫
・
20

日
㈫

　

手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
ま
す
。

お
弁
当
タ
イ
ム　
午
前
11
時
45
分
〜

　

お
弁
当
持
参
で
楽
し
く
食
べ
て
い

ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎42−
0720

日
時　
平
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時

６
日
㈫　

ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ
ズ
を
作

ろ
う

子育てひろばお
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時２
日
㈮　

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
会

５
日
㈪　

英
語
で
遊
ぼ
う

７
日
㈬　

お
ひ
さ
ま
ク
リ
ス
マ
ス

12
日
㈪　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

15
日
㈭　

お
誕
生
会

16
日
㈮　

ク
リ
ス
マ
ス
制
作

19
日
㈪　

発
育
計
測

28
日
㈬　

大
掃
除
（
午
後
休
園
）

年
末
年
始　
12
月
29
日
㈭
〜
平
成
24

年
１
月
３
日
㈫
は
休
園
し
ま
す
。

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

−

38

−

１
１
６
３
）
へ

12月 採　血　場　所 所在地 採血時間

７日㈬ 加茂谷運送㈱ 楠根町  9：50〜11：10
藤崎電機㈱ 辰巳町 12：40〜14：00

８日㈭ 阿南警察署 富岡町  9：30〜11：10
四国電力㈱阿南営業所 富岡町 12：40〜14：10

15日㈭ フジグラン阿南 領家町 10：00〜12：30
14：00〜16：30

21日㈬ 日本電工㈱徳島工場 橘 町 13：30〜16：00

22日㈭ 阿南市役所 富岡町  9：30〜16：00
13：00〜16：30

問い合わせは　徳島県赤十字血液センター（☎088-631-3200）へ

阿
波
踊
り
体
操

ビ
デ
オ
貸
し
出
し・出
前
指
導

ビ
デ
オ
等
の
貸
し
出
し
（
無
料
）

貸
出
期
間　
原
則
１
週
間

貸
出
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
、
住
民

セ
ン
タ
ー
、
支
所
、
羽
ノ
浦
公
民
館

貸
出
物　

阿
波
踊
り
体
操
の
ビ
デ

オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

阿
波
踊
り
体
操
の
出
前
指
導

　

阿
波
踊
り
体
操
指
導
員
が
、
あ
な

た
の
ま
ち
ま
で
教
え
に
行
き
ま
す
。

指
導
は
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
と
幅

広
い
年
齢
の
方
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

14
日
㈬　

ク
リ
ス
マ
ス
会

（
要
予
約
）

20
日
㈫　

お
話
の
ポ
ケ
ッ
ト

27
日
㈫　

お
誕
生
会

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　（
橘
保
育
所
）
☎27−
1441

日
時　
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
2
時
30
分
〜
４
時

６
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

13
日
㈫　

お
話
だ
い
す
き
：
劇
団
プ

ク
プ
ク

14
日
㈬　

ク
リ
ス
マ
ス
会

（
要
予
約
）

20
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

27
日
㈫　

お
誕
生
会

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎21−
2002

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

６
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

13
日
㈫　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト

14
日
㈬　

ク
リ
ス
マ
ス
会
＆
コ
ン
サ

ー
ト
（
要
予
約
）

20
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

27
日
㈫　

お
誕
生
会

つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者

間
の
交
流
の
場
で
す
。

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

9
日
㈮　

新
野
公
民
館

14
日
㈬　

桑
野
公
民
館

21
日
㈬　

長
生
公
民
館

28
日
㈬　

福
井
公
民
館

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
２
日
㈮
・
６
日
㈫
・
７

日
㈬
・
13
日
㈫
・
16
日
㈮
・
20
日
㈫

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

−

１
５
９
３
）
へ

阿
南
フ
ァ
ミ
サ
ポ

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

日
時　
12
月
17
日
㈯　

午
前
10
時
〜

（
受
付
：
９
時
30
分
〜
）

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル

内
容　
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
イ
ン
デ

ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
選
手
と
の
交
流
会
、

和
太
鼓
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
お
楽
し

み
抽
選
会
な
ど

※
入
場
無
料
（
要
予
約
）

※
先
着
３
０
０
人
の
お
子
様
に
サ
ン

タ
さ
ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎
24

−

５
５
５
０
）
へ

12
月
の
献
血
実
施
一
覧

※
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
み
実
施

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

お
子
さ
ん
が
す
こ
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
育
児
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
子
育
て
相
談
も
各
施
設
で
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
休
み　
12
月
27
日
㈫
午
後
〜
平
成
24
年
１
月
４
日
㈬
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麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防

接
種
は
お
済
み
で
す
か

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）・
風
し
ん
の

予
防
接
種
が
混
合
ワ
ク
チ
ン
で
２
回

接
種
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
第
１
期
対
象

　

生
後
12
カ
月
〜
24
カ
月
未
満

◎
第
２
期
対
象

　

平
成
17
年
４
月
２
日
〜
平
成
18
年

４
月
１
日
生
ま
れ

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
５
年
間

の
時
限
措
置
と
し
て

◎
第
３
期
対
象

　

平
成
10
年
４
月
２
日
〜
平
成
11
年

４
月
１
日
生
ま
れ

◎
第
４
期
対
象

　

平
成
５
年
４
月
２
日
〜
平
成
６
年

４
月
１
日
生
ま
れ

　

第
２･

３･

４
期
の
対
象
で
未
接

種
の
人
は
、
平
成
24
年
３
月
31
日
㈯

ま
で
無
料
で
す
。
お
早
め
に
委
託
医

療
機
関
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

子
育
て
ワ
イ
ワ
イ
ト
ー
ク

　

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
交
流
の

場
で
す
。
予
約
は
い
り
ま
せ
ん
の
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

対
象　
１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
（
計

測
は
１
歳
半
ま
で
）

　子どもの表現力を育てるために、大切なことがあり

ます。それは、できるだけ子どもが話す機会を持つよ

うにすることです。子どものたったひとことで何を言

いたいのか、親ならわかることがよくあります。

　でも、そんな時こそ少し待って、子どもに自分の言

葉で最後まで言わせましょう。

　「あれ・・・」「あれって何のこと？」「棚の上のお

もちゃをとってほしいんだよ。」等、できるだけ最後

まで言わせましょう。

　ひとことで相手が何でもわかったら、子どもはそれ

以上言う必要がなくなり、子どもの表現力が育ちませ

ん。

　自分の子どもが話すのが苦手だと思ったら、自分と

子どもとの会話を見直してもよいかもしれませんね。

学校教育課　

− 表現力を育てよう −

子育て一言メモ

内
容　
▼
身
体
計
測
（
受
付
開
始
か

ら
30
分
間
実
施
）
▼
「
子
ど
も
の
お

や
つ
」（
受
付
開
始
30
分
後
か
ら
）

▼
育
児
相
談

12月

受
付
時
間

場　
　
　
所

12日㈪
10：00
〜
11：00
羽
ノ
浦
公
民
館

13：30
〜
14：30
橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

13日㈫
10：00
〜
11：00
ひ
ま
わ
り
会
館

13：30
〜
14：30
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

親
子
教
室「
シ
ル
バ
ー
マ
マ
」

教
室　
は
ろ
ー
！
英
語
de
あ
そ
ぼ
う

ク
リ
ス
マ
ス
！

対
象　
市
内
在
住
の
就
学
前
の
お
子

様
（
２
〜
５
歳
児
）
と
保
護
者

日
時　
12
月
20
日
㈫　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
１
階　

健
康

ル
ー
ム

内
容　
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
英
語
に

ふ
れ
あ
う

定
員　
15
組
（
申
込
順
）

申
込
方
法　
12
月
12
日
〜
19
日
の
間

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
教
材
費
必
要
、
託
児
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
☎
23

−

２
６
３
０
）
へ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
の
登
録
を
受
付

　

放
課
後
に
保
護
者
が
家
庭
に
い
な

い
小
学
生
を
集
団
で
預
か
る
事
業
を

行
っ
て
い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
学
童
保
育
）
の
指
導
員
の
登
録
を

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
に
囲
ま
れ
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

業
務
内
容　
遊
び
や
宿
題
等
の
指
導
、

運
営
に
関
す
る
事
務
等
手
伝
い
、
清

掃
等
の
施
設
の
維
持
管
理

募
集
資
格　
▼
保
育
士
や
教
諭
な
ど

の
資
格
を
お
持
ち
の
方
▼
書
道
、
華

道
、
茶
道
な
ど
子
ど
も
た
ち
に
指
導

で
き
る
技
能
が
あ
る
方
▼
パ
ソ
コ
ン

等
の
事
務
経
理
に
関
す
る
技
能
が
あ

る
方

登
録
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
こ
ど
も
課

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
随
時
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

−

１
５
９
３
）
へ

育
児
支
援
講
座（
無
料
）

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
育
児

等
に
関
心
の
あ
る
方

日
時　
12
月
８
日
㈭　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル

内
容　
子
育
て
支
援
に
関
す
る
講
義

と
実
技
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
全
般
」
、

「
手
あ
そ
び
と
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
」

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
☎
23

−

２

６
３
０
）
へ

ポ
リ
オ

生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

日
時　
12
月
６
日
㈫
・
14
日
㈬　

午

後
１
時
30
分
〜
２
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、
６

週
間
以
上
あ
け
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い　
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
は
、
平
成
25
年
３
月
ご
ろ
に
現
在

の
経
口
投
与
か
ら
注
射
す
る
方
法

（
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
）
に
変

更
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
間
、
ポ

リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
受
け
ず

に
接
種
を
待
つ
こ
と
は
お
す
す
め
で

き
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
投
与
を
受
け

ず
に
い
る
と
、
ポ
リ
オ
に
対
し
て
免

疫
の
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ
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　保育所は、保護者が労働等で家庭での保育に欠
ける児童の保育を行います。
募　　集　市内の各保育所（園）
対　　象　市内に居住し、保護者の仕事や家庭の

事情で保育に欠ける乳幼児。
申込方法　「入所申込書（各保育所（園）に備え

付け）」によりお申し込みください。
市内の各保育所で受け付けています。
※新規、継続を問わず申し込みが必要。

問い合わせは　こども課（☎22－1593）へ

　幼稚園とは、幼児を保育し適当な環境を与えて、
その心身の発達を助長することを目的とする学校
教育法に基づく学校です。

募　　集　横見、加茂谷、大野、富岡、宝田、
新野、新野東、橘、見能林幼稚園

対　　象　◎５歳児（１年保育）
平成18年４月２日〜
平成19年４月１日に生まれた幼児

◎４歳児（２年保育）
平成19年４月２日〜
平成20年４月１日に生まれた幼児

◎３歳児（３年保育）
平成20年４月２日〜
平成21年４月１日に生まれた幼児

※３歳児は富岡、加茂谷幼稚園のみ。
申込方法　｢入園願書（受入幼稚園に備え付け）」

により、お申し込みください。市内の
各幼稚園で受け付けています。

問い合わせは　学校教育課（☎22－3390）へ

●子育て支援保育の申請
　次の幼稚園で、降園後の預かり保育を行っています。

希望される方は、入園願書受付期間中に各園までお申

し出ください。

大野、加茂谷、見能林、横見、新野、新野東幼稚園

問い合わせは　学校教育課（☎22－3390）へ

保育所（園）一覧表

区分 保育所名 受入年齢

公
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立

富 　 　 　 岡 １〜５歳児
寿 ０〜２歳児

宝 　 　 　 田 １〜５歳児
本 　 　 　 庄 ０〜２歳児
長 　 　 　 生 ３〜５歳児
大 　 　 　 野 ０〜３歳児
明 　 　 　 星 ０〜５歳児
中　 野　 島 ０〜５歳児
横 　 　 　 見 ０〜３歳児
見　 能　 方 １〜３歳児
津　 乃　 峰 １〜５歳児

橘 １〜５歳児
桑 　 　 　 野 １〜５歳児
山 　 　 　 口 ３〜５歳児
新 　 　 　 野 ０〜３歳児
福 　 　 　 井 ０〜５歳児

椿 ２〜５歳児
伊 　 　 　 島 ３〜５歳児

平島こどもセンター ０〜５歳児
今津こどもセンター ０〜５歳児
羽 ノ 浦 く る み １〜５歳児
羽 ノ 浦 す み れ ０〜５歳児
羽 ノ 浦 こ ば と １〜５歳児
羽 ノ 浦 さ く ら １〜５歳児

私
　
立

阿 　 　 　 南 ０〜５歳児
お 　 　 　 山 ０〜５歳児

阿 南 ひ ま わ り ０〜５歳児
あ け ぼ の ０〜５歳児
あ　 ざ　 み ０〜３歳児

那 賀 川 ひ ま わ り ０〜２歳児

保育所（園）

幼稚園

●病児・病後児保育の新規登録申請
　病気入院の必要がなく、急性期を越えた症状安定期か
ら回復期の生後６カ月〜小学３年生の児童で、保護者が
勤務や社会的にやむを得ない事由などにより集団保育や
家庭での育児が困難な児童のための子育て支援サービス
を行っています。随時受け付けしていますので希望され
る方はお申し出ください。
申請受付　各保育所、こども課、保健センター、
　　　　　各支所・住民センター、岩城クリニック
※現在登録済みで平成24年度継続利用ご希望の方は新

しく登録申請の必要はありません。
問い合わせは　こども課（☎22－1593）へ

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
入
所
・
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
の
受

付
を
行
い
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

平
成
24
年
１
月
４
日
㈬
〜
20
日
㈮

保
育
所
（
園
）・

幼
稚
園
へ
の

入
所
・
入
園
の

ご
案
内
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12月の休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時～午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
  ４ 玉真病院 宝 田 町  ☎23－0551
 11 富永医院 羽ノ浦町  ☎44－2123
 18 松﨑内科医院 中大野町  ☎23－5778
 23 阿南医師会中央病院内 宝 田 町  ☎22－1313
 25 林整形外科 見能林町  ☎23－6060
 31 古川小児科内科医院 領 家 町  ☎23－3306

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　午後5時～11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れています。

（事前の電話連絡は不要です。）

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診

できます。

　去る10月25日、警察庁から「良好な自転車
交通秩序の実現のための総合対策の推進につい
て」の通達が出されました。自転車通勤をして
いる私にとって、大変興味深い内容です。通達

では、自転車は「車両」であることをすべての人に徹底し、
歩道における歩行者優先のルールの遵守や自転車の歩道以外
の場所を通行するよう促すとしています。こうしたことはド
ライバーにも密接に関係します。自転車が車道を走ることを
前提とした混合交通における弱者優先の予測運転が一層求め
られます。阿南市内では59件（１月〜10月）の自転車事故
が発生しています。交通安全を心がけて、よい年をお迎えく
ださい。（山田）

編集室の

窓

12月の市税

問い合わせは　納税課（☎22－1792）へ

〜 市税の納付は口座振替が安全で便利です 〜

■市県民税（第４期）

■国民健康保険税（第７期）

納期限は、12月26日㈪です。納め忘れのないようにしましょう。

市税日曜相談窓口（市役所1階納税課・税務課）
12月25日㈰　8:30～17:00

12月の相談日
日 　開催日　　 時 　時間

所 　場所　　　 問 　問い合わせ先

法律相談（要予約） １日㈭・15日㈭

時 　13:30〜16:30　 
所 　市役所１階　市民相談室

問 　市民生活課　☎22－1116
※１月の予約は12月１日から受付。

行政相談　　　　　 13日㈫・27日㈫

時 　9:30〜11:30

所 　市役所１階　市民相談室

問 　市民生活課　☎22－1116

登記相談　　　　　 16日㈮

時 　14:00〜16:00　　 所 　ひまわり会館

問 　市民生活課　☎22－1116

消費生活相談 　　　　平日開館

時 　9:30〜16:30　　  所 　消費生活センター

問 　消費生活センター　☎24－3251

特設人権相談 　　　　　６日㈫・８日㈭

時 　13:30〜16:00

所 　ひまわり会館１階

問 　人権・男女参画課　☎22－3094

人権相談　　　　　　 　20日㈫

時 　13:30〜16:00　　 所 　ひまわり会館１階

問 　人権・男女参画課　☎22－3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）

日 　6・13・20・27日　 時 　13:00〜17:00

日 　9日　 時 　13:00〜16:00

所 　市民会館２階　相談室

問 　男女共同参画室分室　☎22－0361

年金相談（要予約）　　　　　　 今月はありません

時 　9:00〜15:30　　　 所 　市商工業振興センター

問 　徳島南年金事務所　☎088－652－1511
※１月の相談日は５日㈭です。相談は１カ月前から電話によ

る完全予約制となっています。

健康相談　　　　　　 　　２日㈮

時 　10:00〜11:00　　 所 　ひまわり会館

問 　保健センター　☎22－1590

栄養相談（要予約） 　　15日㈭

時 　10:00〜11:00　　 所 　ひまわり会館

問 　保健センター　☎22－1590

子育て家庭教育相談　　　　　　 11日㈰

時 　9:00〜12:00　　 所 　富岡公民館

問 　教育委員会生涯学習課　☎22－3391

心配ごと相談 ５日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪

時 　10:00〜15:00

所 　市民会館内社会福祉協議会

問 　社会福祉協議会　☎23－7288

スポーツ施設12月の休館日
サンアリーナ 5・12・19・26・29・30・31日

那賀川スポーツセンター 7・14・21・28・29・30・31日

羽ノ浦総合国民体育館 5・12・19・26・29・30・31日

羽ノ浦健康スポーツランド 5・12・19・26・29・30・31日

人口と世帯数

人口 77,431人（−20）

（男）37,354人（－ 3）

（女）40,077人（－17）

世帯数 29,487世帯（＋22）

※平成23年10月末日現在
　 (　 )内は前月対比
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ぶらりまち紀行

　

囃
子
に
合
わ
せ
て
獅
子
と
唐か
ら

子こ

（
男
児
）が
舞
い
踊
る「
浦

ノ
内
の
獅
子
舞
」
は
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
民
俗
芸
能
。
古
来
よ
り
厄
病
を
払
い
、
ま
ち
の
繁
栄

を
祝
う
縁
起
も
の
と
し
て
継
承
さ
れ
て
き
た
。

　

獅
子
舞
の
奉
納
は
、
境
内
に
で
き
た
人
垣
の
輪
の
中
で
行

わ
れ
る
。
野
に
眠
る
獅
子
を
見
つ
け
た
唐
子
が
、
様
子
を
う

か
が
い
な
が
ら
〝
ち
ょ
っ
か
い
〟
を
出
し
、
最
後
に
は
果
敢

に
も
獅
子
と
戯
れ
る
と
い
う
筋
書
き
。
睡
魔
に
襲
わ
れ
な
が

ら
も
い
き
り
立
つ
獅
子
の
繊
細
か
つ
豪
快
な
頭
の
振
り
回
し

と
唐
子
の
勇
壮
な
姿
は
、
１
８
０
年
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が

れ
て
き
た
伝
統
美
。
人
々
は
、
清
め
ら
れ
た
注し

連め

縄な
わ

を
携
え
、

獅
子
に
宿
る
先
人
た
ち
の
思
い
に
耳
を
す
ま
せ
た
。

　

地
域
の
子
ど
も
が
こ
ぞ
っ
て
集
ま
る
夜
の
余
興
で
は
、
お

で
ん
と
焼
き
そ
ば
が
振
る
舞
わ
れ
、
相
撲
や
ゲ
ー
ム
で
嬉
遊

す
る
。
お
や
じ
た
ち
は
燗
場
と
呼
ば
れ
る
炊
事
場
で
温
め
た

祝
い
酒
を
た
し
な
む
。
酒
の
あ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
だ
。

伝
統
を
重
ん
じ
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
な
ら
労
を
惜
し

ま
な
い
若
連
中
の
心
も
ま
た
温
か
か
っ
た
。

　

地
域
の
絆
が
色
濃
く
残
る
浦
ノ
内
。
祭
り
は
地
域
の
誇
り

と
し
て
受
け
継
が
れ
、
新
た
な
連
帯
感
を
生
み
出
し
て
い
る
。

浦ノ内の獅子舞（桑野地区）〜地域の輝き〜

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見阿南 第65回 悠久の時を超えて今に受け継ぐ伝統の舞が
羽落神社と杉尾神社の例祭で奉納される
地域の誇りと伝統の灯を引き継ぐため
ふるさとを愛する若連中が祭りを盛り上げる


